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こそが中世の﹁知的営為﹂と評価しつつ︑日本神話研究の領域を広げたといえるのが 中世日本紀﹂ 議論である︒ ﹁中世日本紀﹂研究は伊藤正義から始まり︑阿部泰郎︑小峯和明 どに継承される
（
5）︒
その中でも阿部泰郎は︑ ﹁中世日本紀 は﹁日本紀﹂の訓読がもたらす﹁運動﹂であるとした︒つまり︑ ﹁日本紀﹂の訓読から傍注︑割注︑頭注︑脚注︑裏書などに拡大していき︑ついには独立した一書をなすというテキストの自律的な運動を﹁ と う運動﹂であると強調したのである
（
6）︒
　﹁中世日本紀﹂に対して﹁中世神話﹂は︑ ﹁中世日本紀﹂と同じく中世テキスト世界の持つ価値 再評価には同意した上で︑テキストの成立に関与す ﹁宗教実践者﹂もしく ﹁担 手﹂ 役割に注目する︒つまり︑神話は祭祀や儀礼 場において宗教実践者によっ誕生 という視点である
（
7）︒さらに︑山本ひろ子は︑ ﹁中世神話﹂











く︑中世の物語や文芸・祭文などを神話として読み解く一つの視座であり 方法である︒したがって︑常にその方法論としての可能性が問われなければならない︒その方法・視座としての 中世神話に注目しつつも 視野を中 から近世まで いこうとする動きがある︒いわゆる﹁近世神話
（
10）﹂の研究である︒ ﹁近世神話﹂は︑従









潜んでいるのである︒ こで﹁近世神話﹂と共鳴しつつ新たに神話研究の可能性 拓くべく提示され のが︿ 解釈史﹀で
（
13）︒
　︿神話解釈史﹀より先︑すでに﹁記紀解釈史﹂や﹁神話の解釈史﹂を構想しつつ︑ ﹁記紀はいかに読まれ き か﹂を考えた磯前順一の論があった
（
14）︒ただ︑磯前のいう﹁神話の解釈史﹂とは︑ ﹁記紀﹂

















































































































で流行した疫病を意味する︒当時︑朝廷ではそれが﹁御霊﹂によるものと断定 ︑神泉苑で御霊の祟りを鎮める法会を開催した︒が︑この託宣のいう通りならば︑疫病は御霊ではなく︑浅間明神の﹁祟り﹂であったようだ︒とにかく この託宣の波紋はかなり大きかったようで︑朝廷では甲斐国の八代郡に官社 ﹁浅間大神の祠﹂を立て︑禰宜と祝による祭祀を命ずる勅を下した
（
17）︒駿河国で祀られてい
た浅間の神は︑甲斐国でも浅間大神 して祀られるようになっただ︒このように︑浅間明神は﹁託宣﹂によっ 初めて世 中 その神格をあらわしたのである︒　
さて︑何よりもここでなされた﹁託宣﹂が他ならぬ﹁祟り﹂で
あったことに注目したい︒とくに︑託宣そ ものが﹁祟り﹂と歴史を語ると主張した斎藤英喜 次の論述を参考にしつつ この託宣の意味 考えてみよう











ま浅間明神を祭る祝になったという点である︒真貞は︑浅間明神の存在を世界に知らせ だ一回の宗教実践を行った人であり︑浅間明神の歴史化を証明する唯一の人物でもある︒こ 真貞 ﹁浅間大神﹂をたてまつる宗教者にな こ は︑この神の歴史的顕現の連続性を担うべきものという意味が読み取れる︒そこから︑郡司候補者の一人に過ぎなかった真貞は︑国家的次元 防ぐための存在に変貌していくのだ︒　
ただ︑真貞の祝への転向以降も︑しばらくの間は﹁異火の変﹂が















































下に帰出せずしてをはんぬ︒四日︑庚子︑陰︑巳の刻︑新田四郎忠常人穴を出でて帰参す︒往還一日一夜を経るなり︒こ 洞狭くして踵を廻すこと能わず︒意ならず進行す︒また暗くして心神を痛めしむ︒主従各松明を取る︒路次の始中終水流に足を浸し︑蝙蝠顔 遮り飛ぶこと幾千万を知らず︒その先途は大河なり 逆浪漲り流れ渡らんと欲ふに拠無し︒只だ迷惑の外他に無し︒爰
ここ
に火光を当て河















新田忠常に与えて他の五人とともに洞窟に入れた︒しかし︑忠常はその日には戻らず︑翌日に戻ってきてから報告があった︒洞窟の中は狭くて身を振り返ることもできず︑彼らは仕方なく前進し続けた︒途中で大河があらわれ︑渡る手段もなく 困ってしまった︒そこで︑河の向こう側に光を当ててその様子をみるうちに︑四人が死亡してしまったとい ︒忠常は幸いに霊からの教えがあり 頼家 もらった剣を河へ投げ入れることによって帰ることができた︒古老によれば︑この人穴は﹁浅間大菩薩﹂の居場所で︑昔から誰もあえ覗くことがなかった︑　
浅間大菩薩は富士山の人穴に住んでいる神である︒古老によれば︑






忠常の経験をもとにするが︑ の空間が浅間大菩薩の居場所 あることがわかるのは古老の証言からである︒古老がいなければ︑その場所は永遠に謎の空間になってしまったであろう︒忠常 経験 古老の証明によって︑浅間大菩薩は初めてその存在と神格をあらわすことができたのである︒　
ところで︑このように死の空間から生還した忠常は︑その二个月
































富士山と葦高山に当てはめて解釈している︒また︑富士山の祭神浅間大菩薩は︑本地が﹁胎蔵界大日﹂だという︒密教において胎蔵界とは『 日経』を基にして大日如来の慈悲を表す曼荼羅︑金剛界とは『金剛頂経』を基にして大日如来の智徳を表す曼荼羅を指す︒とくに︑胎蔵 ﹁ 悲胎蔵生﹂という意味で︑人が生まれる前︑母親の胎内で育つように︑我々の本来具有している悟りの本質
（仏性）














ぼ同時期には︑即位灌頂や大日本国をめぐ 神話解釈が盛んになる︒密教によって王権と国家を守護す というのが前提になっており︑それが天皇の即位式という国家儀礼 場で実践され によって神話は歴史化していくのであ ︒　
ところが︑ 『万葉集註釈』の浅間大菩薩と大日如来との習合から












理であったことは前述した通りである︒しかし︑このように大日如来の威力が王権と国家守護に集中してしまうと︑東国のような辺境は大日如来の威力のおよばない世界になってしまう︒つまり︑救済の空間から離れるのである︒そこで仙覚は︑ 日如来を浅間大菩薩の本地として招き︑富士山を胎蔵界曼荼羅の 心と て設定することによって︑東国を大日如来の威力溢れる救済 空 作ろうとしたのではないだろうか︒仙覚によ 大日如来と浅間大菩薩と本迹関係の設定 ︑富士山 仏教世界観 主軸として再定位させ︑富士山を東国 辺境ではなく仏法と救済 中心空間として再構築たのである︒　
富士山を胎蔵界曼荼羅の中心とすることは︑密教世界観を現実に
視覚化し︑歴史化することである︒つまり︑富士山はそ 周辺を含めて理想の曼荼羅構造と一致させられるこ で 大日如来 空間であることが歴史的事実として確定する︒そし これに基づいてまた新たな神話 次々と生み出され ︒詳しい成立年代 不明であが鎌倉期の作とされる『浅間大菩薩縁起』では︑浅間大菩薩が月氏国から駿河国に仏法を持ってき という新たな神話を作
（
25）︒仙覚に










まう︒そして最後の場面では帝の命令により﹁不死の薬﹂を燃やすために駿河国 山頂に登る人たちの話があり ここから富士山の由来が出てくる 『竹取物語』が作る富士山の起源である︒　
ところで︑ 『竹取物語』の﹁かぐや姫﹂と﹁帝﹂の物語は︑室町








































事度々に重ね︑思ひ堪へ 富士山の頂上に︑四方を見るに︑大池ありて︑池の中の嶋に︑宮殿楼閣に似る石多くあり︒其の池の中煙立ち 其 煙 中 彼の女房の体の髴
ほのか
に見へければ︑悲しび

































































































土人伝説︑此山者︑孝霊帝時︑巨霊一夜擘︑近江国開江湖︑運土石築成︑江州覆一簣 今三上山是也︒常菴襲其説︑琵琶湖開兮富士山出矣︒遍閲本朝古籍︑ 部旧記︑不載其説︒以愚視之︑神代之古︑化生山河大地︑是吾邦之奇霊︑而非外国之所及︒然則二 生 ︑至于孝霊帝時 王化遠布 東国帰向 初奏山之霊歟︒不然孝霊帝去神代不遠 而現 奇瑞歟︒盛唐之昔 新豊出︒三島之霊︑海中島生︒和漢之所有 而今古 所知也︒山巓祭木花開耶媛︑ 威掲焉︒（土人の伝へ説くに︑此の山は︑孝霊帝の時︑巨霊の一夜に擘きて︑近江国の江湖を開き︑土石を運びて築き成す︒江州を覆ひし今の三上山是れなり︒常に其の説を菴襲するに︑琵琶湖開きて富士山を出す︒遍く本朝の古籍を閲するに 三部の旧記︑ 其の説を載せず︒愚を以て之れを視るに︑神代の古︑山河大地を化生す︒是れ吾が邦の奇霊にし ︑外国の及ぶ所に非ず 然るに ち二神之れを む孝霊帝の時 至りて︑王化を遠く布き︑東国帰向し︑初め 山の霊
を奏するか︒然らずんば孝霊帝は神代を去ること遠からずして︑此の奇瑞を現す 盛唐の昔︑新たに豊山出ず︒三島の霊︑海中に島を生む︒和漢の所有り︒而して今古の所を知るなり︒山巓に木花開耶媛 祭る 霊威掲焉な ）
　
これは堀杏庵の『杏陰集』の一節である︒富士山が孝霊天皇の時︑
一夜にできたというのは︑前述した『塵荊鈔』にいち早く﹁又日本紀ニ宣化天皇ノ御宇ニ海中ヨリ涌出スト云︒又孝霊天皇ノ御時︑一夜ニ地ヨリ涌出︑一由繕那ト云々﹂と見えており︑ 云々の説は室町期から人口に膾炙したようだ︒ りわけ︑室町期にはそれが『日本書紀』に書かれている され︑ ﹁日本紀﹂の神話世界をあらわしている︒しかし︑杏庵は﹁本朝古籍 三部旧記 にその内容が載せられ ないことを考証し従来の説を否定する︒ただ︑続いて彼は︑神代に山河大地を化生したの 日 の奇霊で︑他国の及ばぬことであるとした︒故に︑富士山は二神
（イザナキ・イザナミか）




界は﹁奇霊﹂によるものと認識し︑また中国の歴史に伝わる神秘世界への叙述を根拠 日本の古代を再構築している︒確かにそれは︑より古い歴史史料から普遍的な価値 求める儒学者としての立場であろうが︑神話世界 虚偽のものとして貶めるのではなく︑それこそが真の歴史であるという視点から神秘・霊験の価値を認めようとする立場を取っている である︒　
また︑ここでは富士山にコノハナサクヤヒメが祀られることを示































世の中に伝わったので︑富士山の祭神がコノハナサクヤヒメとされるようになったと解釈している︒さらに︑それが﹁日本紀のこころ﹂にかなうとし ︒ ﹁日本紀のこころ﹂は︑様々な解釈として展開されてきた﹁中世日本紀﹂の世界が︑羅 神話世界にも投影されていることが読み取れるところである︒　
では︑ここでいう﹁相国﹂はいったい誰であろうか︒また︑ ﹁相
国﹂の前で述べら たとはいえ︑当時の社会で﹁伝へ﹂というのどれほど権威を持ってい のだろ か︒いずれも不明だが︑羅山﹁世久しくいひ伝へ﹂てきたとする富士の祭神コノハナサクヤヒメについて︑その根拠を﹁日本紀﹂に求める解釈を行っており︑それによって富士の祭神＝コノハナサクヤヒメ 日本紀﹂ 歴史的な事実として確定した︒羅山 神話解釈による歴史叙述 いえるもである︒　
そして︑羅山の﹁伝へ﹂は必ずしも普遍一般ではなく︑それぞれ





















































































































の神は︑天地開闢世界の御柱であり︑月日・浄土・人体 始めとなっている︒この神 体か 五行が生じ︑また天と地を分けて万物を生み出す︒最後には諸神の心体まで生み出し という︒このように富士講では仙元大日神を﹁万物の根元﹂たる存在として解釈している︒さらに︑仙元大日神の子孫は大山祗神の娘コノハナサクヤヒメと結婚したといい︑富士の仙元大日 は神力を持つ神なので︑行者はこの神に願って現世利益を実現すべきであるとす ︒
　﹁仙元﹂という表現からは浅間大菩薩︑ ﹁大日﹂からは大日如来︑子孫がコノハナサクヤヒメと結婚することからはアマテラスが各々想像されるが︑この神は天地創生の神・万物を生み出す神であるので︑既存のイメージには収まらない新しい神格として読むべきろう︒さらに︑仙元大日神 角行の目のまえに顕現して﹁直伝﹂をしたという︒
此時又永禄八乙丑年六月三日︑仙元大日御出現有て︑角行東覚え御直伝有て曰︑ ﹁夫当山は天地開闢国土の柱也︒又万物の根元也︒先世界空々たる時より始りて︑水こりかたまりて御山出現す︒其故は東より浪壱ツ︑南より波壱ツ 西波壱ツ︑北より波壱ツ︑四方よりぶつかり︑伊弉諾・伊弉冊とたち四方へひき給ふ︒是を天の御中主命といふ︒初て山生じ︑ 是大山祗の命也﹂
　
富士山は﹁天地開闢国土の柱﹂であり︑ ﹁万物の根元﹂である︒
富士山が世界創生の中心である︑ということだ︒また︑世界の創生が始まる時︑水が凝り固まってこの山が出現したとし︑その故を尋ねると︑東西南北の四方から波が一つずつぶつかるご に イザナキ・イザナミが四方へ引いたという︒四方へ波を引くのは︑出雲の国引き神話を思わせ ︒杏庵のいった﹁然則二神生之﹂は︑ここでは明らかにイザナキ・イザナミになっており︑二神による波引き神
26
















その山頂 ある﹁水﹂によって身と心を清めることは︑ 道を内面に一致させていく過程になる︒富士講が富士山頂の水によっ 病気治療を行うことは︑このよう 天地創生 神話から起源を求めるのである︒これは以前の神話で︑富士山が﹁死 再生﹂の空間 して認識されたものから﹁不死﹂につなが 病気治療の論理へと転換
したことを示していよう︒　
富士講の信仰者たちにとって富士山は救済の空間である︒杏庵や























































しかし︑篤胤の場合︑天之御中主神が絶対的な人格神としての主宰神になっているとはいえず︑その性格が平田国学に継承され︑後に明治初期になって伊能穎則の『神一不二論』 ︑六人部是香の『顕幽順考論』 ︑渡辺重石丸の『天之御中主神論』などの論理によって絶対唯一の普遍的な主宰神として定着していく︒佐々木によれば︑天之御中主神が信仰の世界で姿をあらわしたのは明治期に入ってからであり︑この時期に天之御中主 が重視され ︑神道の超越的な絶対性と世界的な普遍性を保証し くれる神の存在が必要だったためであるという︒　
宍野も︑篤胤以降の天之御中主神の論理を受容したと見られる︒















となる︒ ﹁番衛﹂は﹁留守居番﹂の﹁守衛﹂の意味である︒その文脈から見れば浅間大神とあまり変わらず︑天之御中主神の代わりに山を守る神となっているのではないかと推測される︒仙元大日神・浅間大神・コノハナサクヤヒメは各々富士山の祭神として 地位を天之御中主 に譲り︑新たに富士山の祭神となった天之御中主神は︑世界普遍の絶対唯一神 して再誕す る︒　
従来の研究において扶桑教は︑富士講を継承しつつ ︑篤胤国学












富士山の祭神は﹁浅間明神﹂ ﹁浅間大菩薩﹂ ﹁大日如来﹂ ﹁愛染明
王﹂ ﹁コノハナサクヤヒメ﹂ ﹁仙元大日神﹂ ﹁天之御中主 ﹂としてその神格を変貌・出現させていく︒この神格の変貌は﹁災い﹂ ・﹁死﹂ ・ ﹁病﹂からの救済を求める要望に応じて実体化︑視覚化されつつ﹁祭神﹂として歴史の中に姿をあらわす︒とりわけ︑富士山の
30
祭神の場合︑救済の原理や神話解釈の要望が変わるとその権能のみではなく︑顕現する神 存在自体が交替されてしまった︒ こでの神話や神格は固定されておらず︑神話解釈によっ 絶えず新しく生まれてくるのである︒　
これまで本稿は︑ ︿神話解釈史﹀という視点から大まかに富士神




2）  ﹁民衆宗教﹂という視点から富士信仰を研究したものは︑村上の後︑宮田登『ミロク信仰の研究』 （未來社︑一九七五） ︑藤谷俊雄『神道信仰と民衆・天皇制』 （法律文化社︑一九八〇） ︑佐々木千代松『民衆宗教の源流
︱︱
丸











伊藤正義﹁中世日本紀 輪郭﹂ 『文学』第四〇巻第一〇号（一九七二） ︑








































山下久夫﹁ 「近世神話」から見た『古事記伝』注釈の方法﹂ ︑ 鈴木健一編『江





のために﹂ 『歴史学部論集』創刊号（二〇一 ） ︑ 『古事記はいかに読まれて
神話解釈史から見る富士山の祭神変貌論
31


















































17）  ﹁九日丙辰︒ 勅甲斐八代郡立浅間明神祠︒ 列於官社︒ 即置禰宜︒ 随時致祭︒ ﹂





















































































































































堀杏庵﹁杏陰稿﹂ ︑ 『浅間神社史料』 （名著出版︑一九七四） ︑一七二頁︒
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であった︒しか ながら従来 研究では山田屋 吉村観阿を結びつけることが資料の不足よりなされていなかった︒本稿 は の生家が山田屋であることを起点に︑破産に至るまでの経緯を明らかにする︒　
観阿は三十四歳で出家し︑その後の行状で判明していることは













































































































































































































































































































































































































































元年六月に公刊された『盛音集』がある︒同書は鞠塢 剃髪 記念して︑交流のあった儒者︑詩人らが寄稿した詩文集であ 跋文には鞠塢の署名があり︑北野屋鞠塢 なっている
（
37）︒不昧による谷園中






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































るかどうかということが論点のひとつにな ︒儒学に 性 内包されるという主張には︑肯定的・否定的な意見 双方ある︒例えば︑ ﹁理﹂と﹁気﹂の問題がある︒ ﹁理﹂と﹁気﹂の概念は中国思想において︑多様で複雑な意味を持つ ︑ここではひとまず 理﹂を

































議論をはじめとして︑朱子学とそれ以外 学派という構図が注視されてきた︒そ 点で︑本論文で取り上げる陽明 は︑重要な意味を持つ︒これまで朱子学や古学は︑日本独自 展開と︑近代との関わりが多く議論されてきた︒一方で日本における陽明学については︑そのような文脈での 証 比較的なされ いない︒ はいえ 陽明学が日本において反朱子学の思想として展開されたことで︑導かれたという見方だけが語られるべき はない︒それは︑丸山の議論の焼き直しに過ぎ い　
なお︑日本の近代以降における儒学それ自体にも︑変容が見られ



















































いう︒そうした性質の に︑儒教は東アジアに普遍化したと説く︒また澤井は︑アジアに け 陽明学が近代に至っ ︑朱子学に対抗的な儒教として認識され いう構図を描く︒その例のひとつが︑幕藩体制を打倒 た明治維新であ と論じてい ︒ただし︑こうした意識も明治以降の産物である点 留意する必要 ある︒日本近代における陽明学の展開は︑明治維新との関連で語られ 以上の意味を有してい ︒　
同様に︑陽明学に注目した日本思想の相対化の試みは︑荻生茂博























































本の思想とどのような関係 あるの を考察す 例えば︑小島毅は近代日本において︑陽明学が水戸学と関連して受容されたことを主張しているが︑具体的な論証にやや乏
（
29）︒そこで本論では︑井
上哲次郎を例にして 近代日本の陽明学 水戸学とどのような共通点が見受けられるのかも明らかにし い︒　
すなわち︑近代日本における陽明学の実相を明らかにする本研究













本における陽明学の系譜が 必ずしも朱子学に対抗し 成立 た訳ではない
（
32）︒よって︑近代日本にお て陽明 が理解される時には︑



















の観点は同じ発想に由来する︒それが︑近代日本の陽明学理解における第三の特徴である︒旧体制の改革に貢献した思想が であるなら︑維新が成功した明治の世において︑今度は陽明学 現体制を支える思想的根拠になる︒改革 背景とされた思想 ︑改革後には新たな体制を護持する立場に変容しうる︒それが一面で 井上のように体制を擁護する道徳の思想への援用につながり また﹁革命﹂を導く思想という面に着目すると︑大塩へ 評価 よう ︑社会や体制 改革を求め 発想へと通じ ︒両者 視点は︑相対している訳ではない︒　
近代日本における陽明学に︑二項対立を持ちこむべきでないのは︑





有していたのか 論じ ことが き ︒ では 近代日本におけ
62
る陽明学が国民のための道徳の面と︑個人の修養という面で展開された様子を描く︒取り上げる人物は︑主に井上哲次郎 高瀬武次郎である︒井上は︑陽明学を国家主義的に解釈した 物とされているが︑前近代からの論理を多分に引き受けている︒ま 高瀬は︑井上の論理を踏襲し とされ 近代の陽明学理解における意義が︑充分に評価されてこなかった︒本論では︑そこにお る高瀬の位置づけを明確にする︒　
以下︑近代日本において︑具体的に本章で名前を挙げた人物を取






















































明学にも焦点を当て ︒山下は︑陽明学の基本性格を﹁反官学的︑庶民的︑野党的﹂と規定しており︑明治期の陽明学理解について︑二つの在り方を示した︒ひとつは井上哲次郎らが︑陽明学の﹁反権威・反官学的傾向﹂を捨てた﹁国家主義的倫理観﹂ しての陽明学もうひとつは︑内村鑑三に代表される明治期のキリスト教 信徒が︑陽明学に着目したことを踏まえた﹁個人主義的倫理観﹂として それだという︒前者の理解の内容は﹁倫理的・ ・日本主義的﹂であり︑後者は﹁宗教的・個人主義 ・世界 ﹂である ︑山下は評している
（
38）︒この構図を前提として荻生茂博は︑近代日本の



































めに援用されるべき思想であり︑陽明学にもそうした点を期待していた︒実際に井上は︑大塩 つい 陽明学 奉じた人物 して重視しながら︑謀反 準ず 行為は非難の対象としてい
（
44）︒なお︑右に























と通じている︒井上が︑キリスト教の への流入に強く反対していたのは︑国内の秩序が乱されるためであった︒その秩序とは具体的に︑天皇を中心とし ﹁日本固有﹂の体制である れを護持するため 道徳はあるべきで︑陽明学にもそ 一環としての機能 求めている︒　
井上が儒教的な徳目の上に︑国民の統一 主眼とする倫理を据え


























いう点で︑ ﹁国家主義的﹂な視点を内包したという言い方もできる︒そうした場合 神道と陽明学はともに︑国体護持の思想に近づく︒こうした井上の視点は︑陽明学を宗教的 解釈 訳ではなく︑国体護持に援用できると認識していたことか 発展し であろう︒　
井上は陽明学を︑国民のための道徳に援用することを意図してい






























た訳ではない︒井上は日本 国民道徳が 江戸期の封建体制において既に準備されていたと語る︒そ て﹁明治維新の前後に起った勤王家を考えて見ると云 と︑大勢起って居りますけれども︑其 中の最も秀でて有力な人は皆国民道徳の精神を有って居った人であります﹂と述べた上で︑そのような人物が出てきたのは 水戸学﹂﹁陽明学﹂の学派であると語る︒






























































































いるが︑この内︑陽明 説 工夫を重んじ のが 修証派と帰寂派であ ︒前者は陽明の説いた良知に致 ための工夫を忠実に踏襲し︑後者は禅など 静 を重んじる工夫を特に重視す この二派が︑幕末期の陽明学 たちに重んじられ
（
64）︒彼らは︑陽明学によ














































とを述べる︒一方で藤田東湖らの活動の源泉を︑ ﹁神道若くは国体の観念﹂に帰している︒井上は︑水戸学は朱子学に近いと指摘して︑陽明学とは区別した しかし実際に井上 論理を考察する限り︑水戸学と陽明学 ともに神道と通じ︑維新に貢献した人物たちの精的背景となった点で非常 似　
水戸学の実践重視と︑明治期における陽明学の実践強調論は似て



































問﹂として︑敢然と 行を図る思想であり︑そのために明治維新は成し遂げられた︒しかし井上の主眼は国民の精神的な統合であり︑そのために陽明学を援用しようとする︒その統合の手段として井上は︑国民道徳を重視する よって が重視していた点は︑儒教的な徳目を援用して国家の統合を図ることであり︑水戸学 議論と共通している︒井上は図らずも︑水戸学の課題を再び展開したといえる︒　
なお︑井上が会沢正志斎の『新論』や東湖の『弘道館記述義』の
















道館記述義』の中 ﹁其れ本学問事業︑其の効を殊にせず﹂という言葉で使われて た︒この言葉と︑ 『及門遺範』における﹁徳行事業﹂の用語は︑対応関係にあると見てよい︒いずれも︑学んだ内容を実践に活かすことを意味してい ︒　
さらに『弘道館記述義』の文中では︑ ﹁学問﹂と﹁事業﹂が一致






















の対抗から︑国民の精神的な統一を志向していた︒それに援用するために︑陽明学に関心を寄せていたといえる︒井上は陽明学 対して︑国民道徳との関連を重視した︒会沢が唱 た︑外国勢力に対抗するための国内の精神的な統一という論理は︑井上も同様に唱えている︒幕末において陽明学がその統一の めに役立つという説は生じなかったが︑明治になる 陽明学も︑国民道徳 構築に援用されるようにな それは陽明学が︑国民の精神統一の手段になるう変容をしたことを意味する︒そ 変容をもた した は︑陽明学は維新に貢献 ︑明治期の社会体制 構築と わりの深 思想だと認識された点である︒　
以上のように︑近代特有の国家主義を唱道したと見られている井














































修養をおこなわないことを批判したのが陽明学であると認識していた︒その意味で大塩の学問が︑文章に拘泥するのではなく﹁心をのみ明らかにする﹂ とを主眼としていたことは︑井上の陽明学観を実証する実例とな ︒右の文章で大塩の﹁心﹂を重視するという態度は︑井上にとって内面における道徳の修養を意味する︒それは︑知識だけでなく道徳の実行 しな ればならない点で︑ ﹁知行合一﹂に通じている︒すなわち︑井上にとって﹁心﹂ 養の重視は︑道徳の﹁実行﹂を中心としていた︒さら ︑井上 内面の道徳を重視する姿勢は︑国家へと接続 くこと なる
（
82）︒その意味で井上に
とっての内面の修養は︑国民道徳へ 向かう手段 あ ︒　
以上を踏まえて︑井上の東京帝大での教え子にあたる高瀬武次郎
を考察する︒高瀬はそ 経歴や主張内容から︑井上 追従者 ようにみなされている︒しかしその陽明学観に着目すると︑明治期にお
76







よって︑戦前の国家主 的な思想を擁護する立場として描かれていた︒そこでは高瀬 陽明学研究 ︑井上の国家主義・帝国主義の思想を補強するという関係にあった しか 後述す ように︑高瀬は井上の陽明学理解を全面的に認めていた訳で なく︑批判的 見ている部分もあった︒　
高瀬は︑陽明学研究の初の著作である『日本之陽明学』に︑井上




























高瀬は大塩の行為と同時に︑内面の修養にも関心を向けている︑以下︑ による大塩の記述の中 ︑着目すべき をいくつか挙げてみる︒





































教﹂であるが故に︑ ﹁信教の自由﹂とは抵触しないと述べている︒その上で︑ ﹁若し憲法の明文の信教自由 抵触すと云うならば︑但書を附して両者を並立せしむるも亦た可ならん﹂と書いた︒ ﹁孔子国教論﹂の中でも 高瀬は﹁信教の自由﹂への配慮を見せている︒いずれにせよ︑高瀬にとって中国の国民道徳は︑儒教を国教と定めることで精神的な統一に資することであった︒　
ここで高瀬の意識に儒教と﹁国民道徳﹂の問題が現れ︑かつ現実





問う︑王学が心術涵養に力あるとは既に命を得たり︑然らば謂わゆる心術涵養 ︑我国民道徳に貢献する所幾何うや︒曰く︑固より貢献する所なしとせず︒されど方さに今我国民道徳は︑方さに過渡期に際して︑未だ確固た 定説なき 似たり︑必ずや偉大なる人物起りて︑之を確定するの期あらん︒吾人は只括目して其一大改革を望まんのみ︒但目下︑乳臭青衿の小倫理学者が︑直感的脳裏に描ける空想倫理説は︑到底実行せ るべしとは信ぜられず︒惟
おも
うに之が改革を成就するは︑能く東西







神の修養も最終的に国民道徳につながることを述べている︒高瀬は右の文章の中でも国民道徳に対する関心は比較的低く︑陽明学による精神 修養に重点を置いている︒井上が国民道徳を主眼にして︑その理解に援用するために陽明学に着目していたのに対して︑高瀬は陽明学が 役立つと う点を主張する︒必ずしも︑国民道徳の構築に関心を傾けていた訳ではな ︒　
たしかに高瀬は後に︑人心の結集のため︑日本における皇室のよ












を統治するため 共通の思想が︑具体的に必要とされていた︒高瀬による儒教の国教化を求める言説は そのよう 時代状況に乗じてなされた︒　
高瀬が中国の﹁国民道徳﹂として日本における皇室のように儒教
80














































































刊された︒そ 創刊号には︑ ﹁発刊の辞﹂が掲載されている︒署名入りではないが︑表紙に﹁高瀬武次郎博士主筆﹂と明記されていることから︑高瀬の筆によるものと見て差し支えないであろう︒その末尾は︑こう結ば ている︒








































れる︒事功を立てても︑それが﹁名利心﹂という動機から出たものであるとしたら︑価値が低いとされる︒ここで︑修養の具体的内容が﹁善を為し悪を去る﹂ことにあるという ﹁善を為し悪を去るは是格物﹂という︑陽明の有名な四句教の一節を引くあたりは︑やはり陽明学的な立場を重んじている の証左であ すなわち高瀬が修養の必要性を主張す のは︑人格的に高潔な人物となり︑事業をなしとげるためである︒　
高瀬がここで用いている﹁事業﹂とは︑どのようなことを指すの
か︒そのことを解くための文章が︑先に言及した﹁陽明学と安心立命﹂にある︒



















会に進出すること ︑高瀬は望ん いた︒逆 ︑ え社会的な成
功を果たしたとしても︑個人の精神が修養による高尚さを有していなければ︑認められないことになる︒それならば︑高瀬の修養の目的とは︑第一義には精神面の陶冶 あったといってよい︒さらにそのような人間が世間 増えることで 社会に資する可能性も示 れている︒　
このことから︑大逆事件についての先述の高瀬の言葉も読み解け









的で援用されてい ︒高瀬は︑大塩 解釈に象徴され ように
井上哲次郎と高瀬武次郎の陽明学
85
明学の内省的な面と︑社会的な道徳の面に着目していた︒高瀬は国民道徳を重んじた井上より広く︑内面的な修養が結果的に社会を益するという視点で両者を結びつけたといえる︒また井上は︑陽明学が秩序を乱す面 批判し が︑高瀬はあくまで︑陽明学 危険思想であるとは考えなかった︒ の陽明学観は もに 知識の実践と精神的な修養を重視している かし井上の課題は︑国民 精神的な統一に儒学を用い 前近代の問題意識を引き継 だも であった︒高瀬は︑大塩の行為に対す 称賛を惜しまない反面 個人の修養という陽明学の同時代における意義を強調 た︒　
陽明学は明治期において︑維新の変革に貢献した点で変容を見せ







識を持つことによって変容したといえる︒後者は 幕末におけ 水戸学の思潮と共通する 陽明学は国内の秩序を維持し 国民道徳の思想を補完する役割 与えられた点で︑澤井啓一の述べる ころの他の とりいれる﹁器﹂のような役割であった︒井上にとって明治期における陽明学の意義は︑国民の精神面 の秩序維持を図国民道徳に資する点にあった︒大塩の行動を非難 も︑そこに由来する︒そのための道徳として援用する意図で︑陽明学は変容をさせられた︒それは井上が︑ が水戸学とともに 維新を導た志士たちの精神的背景であった 考え ために生じた　
また︑井上は﹁知行合一﹂の説に対して︑ ﹁行﹂を学問の実践で
あると解釈して重んじていた︒ここにも会沢正志斎の 問事業其の効を異にせず﹂という︑ ﹁実学﹂と共通す 意 が感じられる︒また﹁心即理﹂につい ︑精神の修養を道徳 つなげる態度も見られる︒井上の陽明学理解の根底にあったのは︑社会的 危機に対して﹁民心の統一﹂ 求める幕末以来の態度である︒ キリスト教の流入に反発して︑国民の精神的な統一としての﹁民心の結合﹂
86






解が示されたことで︑高瀬との意見の相違が明確になる︒高瀬は︑井上が陽明学に対 ﹁修養上有力﹂ あること 説いていると指摘した︒ ﹁修養﹂とは高瀬にとり︑陽明学による精神面の陶冶によって社会に有益な人物とな こ を意味していた︒ゆえに 陽明学が謀反につながることはない なる︒井上は︑陽明学が国民道徳に資する意義を重視しつつも︑体制秩序に反する面が とした︒　
高瀬にとって陽明学の修養とは︑精神面での陶冶を根本とするも
のであっ そこ は︑幕末において を奉じた者 ちが︑内面の修養によって社会 伝統があった︒井上も修養を重視す











































































































































































































で︑朱子学が体制を支える論理として受け入れ かという疑問が生じる︒しかし事態はむしろ逆である︒吉田公平 指摘するのは︑林羅山が陳清瀾の『学蔀通弁』を用いて︑王陽明の儒学理解が誤り こ を︑師の藤原惺窩に確認 たことである︒この『学蔀通弁』は︑陽明学 台頭に対して朱子学を擁護する︑明代末期に編纂された書物である︒すなわち︑日本の近世初期に朱子学を受容した二人の学者は︑反陽明学の思潮を同時に吸収することになった︒吉田公平 ︑次のように述べている︒
 
 ﹁つまり陽明学は︑日本では「誤謬の思想体系である」という理解が先行した︒これを跳ね返したのが︑中江藤樹である︒そ 門下 淵岡山・熊澤蕃山などが輩出して︑十七世紀後半は第一次陽 学ブームの時代を迎える﹂
（吉田公平『日本における陽明学』ぺりかん社︑一九九九年︑六頁） ︒
（
31）  ﹁日本においては︑明治以来︑朱子学と陽明学とを︑近世儒教を代表する二大流派として並列的に捉えるのが普通であ 両者が発生時期 異にするのはもちろん知られていたが︑そ 歴史性について議論され ことはほとんどなく︑両者の思惟構造の相違に着目 分析が行われてきた﹂ （小島毅『朱子学と陽明学』前掲︑二〇︱二一頁） ︒
（
32）  ﹁たしかに彼︹引用者註：藤樹︺は王守仁の教説に引かれたようだが︑体制教学としての 対抗する意味で陽明学を自任していたわけで ない﹂ （小島毅『朱子学と陽明学』前掲︑七五頁） ︒
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大島晃﹁井上哲次郎の『東洋哲学史研究』 ﹂ （ 『ソフィア』四五巻三号︑
一九九六年︑ 三二八︱三四四頁）及び︑ 同﹁井上哲次郎の『東洋哲学史研究』と『日本陽明学派之哲学』 ﹂ （ 『陽明学』九号︑一九九七年︑二八︱四三頁）を参照︒また井上の生涯にわたる動向については︑井上哲次郎『井上哲次郎自伝』 （島薗進・磯前順一編『シリーズ日本の宗教学二
　
井上哲次郎集』


























 ﹁私はこれ︹引用者註：ナショナリズム︺を︑ 「 ﹃ステイシズム﹄が︑ エリー













他国からの搾取を肯定する立場と考えているようであ ︒三谷は︑ ﹁国家主義﹂と﹁ナショナリズム﹂について︑本質的な差を設けていない︒す わち﹁内部﹂とそれ以外の﹁外部﹂を区別し︑ ﹁外部﹂を排除する思考が﹁庶民まで浸透すること﹂であ ︒
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98）  ﹁我邦陽明学は︑其特色として一種の活動的事業家を出せり︒藤樹の大孝︑蕃山の経綸︑執斎の薫化︑中斎の献身的事業より︑維新諸豪傑の震天動地の偉業に至るまで︑皆な王学の実ならざるはなし﹂という文章にも着目できる（高瀬武次郎『日本之陽明学』前掲︑ 三四頁） ︒高瀬は大塩の行為を﹁献身的事業﹂と高く評価している︒
（
99）  ﹁中斎が兵を挙げたるは︑固より其忿怒の余に出で軽率 訾
そしり
を免れずと雖



















































112）  ﹁されば吾人にして陽明の伝記を読むなれば活動をすることが何処となく教えらるるのである︒斯様な解で昔から陽明学に志す人は学問と事業とを相一致せしめ︑一方に学んだことを他方で直ちに実行すると云う風である﹂ （高瀬武次郎﹁陽明学と安心立命﹂前掲
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第三節では︑呉が推奨した患者自らが楽器を演奏する﹁音楽弾奏﹂によって効果を見込む能動的音楽療法の実態を解明し︑他方︑第四節では︑ ﹁慰楽﹂と呉が命名し︑患者が音楽を聞くことによって効果を見込む受動的音楽療法の内容を明らかにする︒また︑第三節及び第四節では︑音楽療法実践の内容と並行して呉が各音 療法を導入するに至った思想的背景についても検証する︒最後に第五節では︑明治期に開花した巣鴨病院における音楽療法が︑その後どのように展開されていったのかについて紹介す ︒　
なお︑本論文で資料を翻刻する際は︑基本的に旧字体を新字体に︑





















患者を同じく百名ばかり入れて︑再び前の演奏を繰 返し︑次に患者の演奏ありて︑患者に聴かせたるが︑患者中選ばれ 演奏者となりしは︑川村スズ︑大野ヨネの二人に スズは三十余︑ヨネは年二十三︒スズの琴 ヨネの三味線にて潮汐を したり︒ヨネの技 かなか巧みにして スズも先ず巧みな 方なりしが︑ヨネは本所に生れて新橋 芸者とな ︑更に水戸 赴きしも余りお座敷も少なか より︑心配して瘋癲病院 入に至り のとぞ 次に矢張り大野ヨネの清元明鳥 る筈なり
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当時︑東京音楽学校の教員及び学生であり︑そ 後︑近代日本音楽界を牽引していく音楽家によってピアノ︑ヴァイオリン チェロなどの西洋楽器演奏が行われるほか︑複数の東京音楽学校 学生 よる合唱演奏が行われたことが分かる︒この演奏に関しては︑男女患者それぞれ百人が聴取している︒そ 後 女性患者に対しては︑患者の中から選抜された四名による三味線︑箏の演奏や舞踊などが













入院中の習慣よりして自然怠惰に流るるの弊あれば︑今後は夫々職業を授け︑幾分かずかずの報酬を与えて︑これを奨励するの方法を取るべく 職業とは庭造りには当院構内の樹木の手入れ︑大工には 内 修繕工事︑女子には裁縫と各々本来の業務に就かしむるの考えにて︑また全ての取扱方法も全て寛やかにし︑時々院内に於いて今日 如く音楽を催し︑或は踊り芝居などをも見せ︑又市中音楽隊などをも招きて患者に快楽を与えたしとの希望なり云々と語りたり︒さ 当日演奏会 模様を観たるに︑▲男の患者は静粛にして音楽演奏中は各々耳を傾け︑熱心に聴き居たるが︑第二演奏の曲たる石野︑高折両氏のバイオリン合奏後︑榊医学士は 患者に対 第一の曲たる前田岡野両氏合奏のピヤノと何れ 面白かりしやと問 たる ︑患者の多数はピヤノ 方が面白かりしと答え 斯くて第五のバイオリン︑セロ︑ 三部合奏 終えるまで︑大声を発す など別に騒がしき事なく静かにして聴き居たりき︒▲女の患者は喧騒
　　
女の患者は男の患者に比すれば︑余程騒がしくして︑音
楽演奏室に入るやアー可笑しいとて無暗 からから 笑うもあり︒何事か呟やく者あり︒或は︑何か叫ぶ者あり ︒されど︑第一の曲たるピヤノの合奏始まるやさしもに騒がし者も水を打ちたる如く静まりて 微妙 楽器 音色 耳を傾け居たりしが︑第二の曲バイオ 合奏終わりて︑榊学士は︑




























られたる女の患者は︑前記銀杏返しの外 ︑一名の骨格逞しくして仁王面したる四十歳計 なると都合二名なりしが︑此女も何か頻りと罵り叫びつつ︑看護婦に手を執られて席を退くに際し︑背負っ 行けとて大に看護婦を困らせたり︒其他 も二三名の折々声を放ちたるがありしも 演芸中は先ず概 て静かなりき︒▲按摩上下七百文
　　
川村スズ等三名の北洲の浄瑠璃終







































































































































































































を誘い去らんとするものあり（ルーツェー氏・チーヘン氏） ︒又︑幻聴あるものに対して音叉療法を施し︑又︑視覚的刺激を試用すること り︒オッペンハイム氏は︑身体の或所 痛所ある病人に就いて︑懐中時計を耳辺につけ︑注意を ばらくこの響き





























































も含まれていることが分かる︒また︑ ﹁作業療法﹂は︑前述したように筋肉の勤労を要する﹁生産的作業﹂ ︑生産的ならざる筋肉作業としての﹁不生産的身体作業﹂ ︑そして﹁精神的 ﹂の三つに分類される︒まず﹁ 作業﹂ は 園芸︑手工業︑労役 ど実際に筋肉を使用して全身運動を行い︑何かを生産する活動を示す
（
30）︒次


























































的メカニズムとの関連性を重視し︑高血圧や胃腸障害などの︑身体への治療を重んじた音楽療法論も大きく取り上げられる傾向にあった︒そ 中で︑ドイツでは十九世紀から二十世紀にかけ ︑特に心理療法及び神経学的側面に焦点を当てた音楽療法の発展が著しかった︒そして︑ 発展の主な担い手は精神科医及び神経科医であり実際の医療現場で実験と治療が繰り返されていた
（
39）︒その先駆けと























病院の増設と並行し︑心理主義者 代わり︑身体主義者へと実権移行が見られた︒これにより︑実施され 音楽療法の面においても変化が見られるようになった︒つまり︑こ までは精神疾患が心理的原因により引き起こされるという考えのもと︑心理面へ働きかける音楽︑とりわけ各楽曲の全体的な曲調がもたらす効能が重視され
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発展させた︒一八八八年にオッペンハイムは︑自身が所属 シャリテ附属病院の失語症患者 対して︑音楽形態及び組織 暗記や忘却過程に関する調査を行った結果を公表している
（
45）︒その具体的な内












































































嗜みある人には最も適当なり︒演劇にては︑悲惨にして面を向け得ぬ程のもの︑又は神経病者︑精神病者を主人公とする如きものは︑其種 病院 適当せず︒感情抑鬱なるものには移気の方法となり︑ 爽快を覚えしむるは︑ 却て喜 の方なり︒
（中略）








































































































































































患者は感情を表に出すことが少なく︑また不眠を訴えていた様子がしばしば見受けられる︒ ﹁挙動帳﹂のみでは︑患者の疾患に関する詳細を窺い知ること 困難であ ものの︑二月及び九月 音楽会の後は安眠 て る様子が報告されているほか︑四月に ﹁大に悦び﹂として感情の表出に関する指摘がされており 音楽療法の効果とも受け取れる報告が窺え ︒　
このように︑ ﹁挙動帳﹂において音楽会に関する記述が見られる
































重等の意力を養成し︑合理的なる生活を誘致するに勉む︒教育治療所には︑常に新聞雑誌︑其他︑参考となるべき一般図書類︑又は﹁ラジオ﹂ ︑蓄音機︑ ﹁オルガン﹂ ︑ ﹁ピンポン﹂ ︑碁︑将棋盤等の遊戯品を備え置き︑常に閲覧並びに使用せしむ︒
（中略）
斯くの如く︑教育治療に於いても 漸次進歩し 目的に副うることは︑当局 奨励与って力あり︒
　
右記のように︑巣鴨病院で行われていた教育治療とは︑精神疾患








音楽と生理学的メカニズムとの関係に焦点を当てるのではなく︑音楽を︑明確な目的をもって精神的に活動することにより︑治療効果を見込む精神療法の一環とし 捉えたことの背景には︑呉が留学時に実際に見聞した︑主としてドイツの音楽療法思想が基盤 あ ことが判明した︒また︑呉が︑音楽を聞くことが患者 精神状態を慰め︑楽しませると考え 背景には︑留学時に目の当たりにしたアルトシェルビッツ精神病院など人道 義 な治療を試行するドイツ及びフランスの精神病院における実践内容及び施設充実 共感から得た可能性が高い︒このよう ︑呉が推奨した音楽療法の思想的基盤には︑呉の留学先であったドイツやフランスで行われ いた精神医療あるいは音楽療法思想が大きく関連している︒　
その一方︑巣鴨病院の音楽療法実践においては︑ ﹁音楽弾奏﹂で
は三味線や箏などの和 器も用 られるほか︑ ﹁慰楽﹂でも筑前琵琶の演奏や浄瑠璃︑浪花節など 積極的に導入されていた︒このことから︑音楽療法に用いた楽器や演目に関しては︑患者の嗜好に基づき︑当時 文化土壌 根付 が推奨され いたことが明らかとなった︒また︑ 『巣鴨病院年報』や﹁挙動帳﹂といっ 病院側資料のほか︑新聞記事からは︑これらの音楽療法 ︑精神療法の一環として患者に直接的・間接的な効果を与え こと︑さらに 音楽療法が呉の独断で行われてい ので なく︑医師や看護人 含め︑
病院組織全体で認識が図られていたことも明らかとなった︒　
音楽療法史を考える上で︑それまで︑理論及び症例の紹介に留
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蘭学の翻訳において︑既に精神疾患に音楽が慰撫をも らすことについて言及がなされていたことから 留学前より呉も音楽の慰撫効果について知識があった可能性がある︒呉は 西洋精神医学の導入において大きな役割を担った人物であるが︑そのほ にも︑ドイツ 医師・博物学者で︑日本において西洋医学を広めたフィリップ・フランツ・フォン シーボ ト（Philipp Franz B























































により︑同会の周知を目的として一般の人々を対象に行われた慈善音楽会についての内容は︑一九〇二（明治三十五）年十一月二十三日付の『読売新聞』 ﹁精神病者慈善救治会の創立﹂ ︑同日付の『東京日日新聞』 ﹁精神病者慈善救治会﹂ ︑同年十二月三日・四日・六日付の『読売新聞』連載記事﹁精神病者慈善救治会音楽会﹂などによって紹介されている︒
（
66）  
















































たものと思われる︒また︑蓄音機から聴取 音楽が麻酔効果を増進させるとして︑一九〇四（明治三十七）年の『中外医事新報』でも 音楽 麻酔経過に及ぼす作用﹂という題名で 次の内容が紹介されている︒
 

































































































誌』にみえる女性観 考察を中心 して﹂は︑ ﹁発刊詞﹂についての検討に止まっている︒　『新女界』の第一号から第五号には︑中国の女性同胞に自分たちが置かれている地位 低さに気づかせ︑また彼 たちの奮起を促すため︑欧米諸国の女性たちの立身伝や 教育状況︑世界各国における婦人たちの地位など 関する著述が数多く翻訳されていた︒また︑特に第四号からは︑家政︑女芸︑通俗科学知識など︑翻訳内容が多様化す 傾向 見 る︒このように︑翻訳記事が雑誌全体で重要な位置を占めているにもかかわらず︑これまでの先行研究ではこの点について何も言及されてこな った︒　また︑ 『新女界』に掲載された伝記や欧米諸国の女性たちに関す
る翻訳記事は︑洋書から直接 ではなく︑日本 訳書から 重訳である︒したがって 日本人によって再構築された西洋 関す論述を︑中国国内外 中国の 々に宣伝しようとするとき︑中国人女子留学生たちがこれら 思想をどの う 認識し︑どのように取
捨選択して翻訳したのか︑という問題についても究明する必要がある︒　
本稿では翻訳記事を検討する前に︑まず『新女界』と同時期に発

















































世紀の女国民﹂と称 る さらに﹁女性は国民の母なり︒中国を新たにせんと欲すれば︑女性を新 にすべく︑中 を強くせんと欲すれば︑必ず 性を強くすべし︒中国を文明化せんと欲すれば︑まず中国の女性を文明化すべ ︑中国を救済 んと欲すれば︑必ず女性を救済 べし︒これは疑いのないことである
（
13）﹂と述べている︒



















































調に反駁した︒また﹁学問で競争する優勝劣敗の二十世紀では︑男子はもちろん女子も才がなければ独立できず︑社会で通用 なくなる︒西洋各国を見ると男女平等で︑皆生計を立 る 男性に頼らず生活しているため︑国 発展している﹂と述べ る つまり︑趙が求めた新知識︑新理想のモデルは西洋人女性であった︒そして第四号の﹁男女並尊論﹂
（著者不明）
では︑男尊女卑の弊害は家庭内︑

































































で家となり︑家を積んで国になるよう と国家は大き 関係がある︒中国では纏足 いう旧習慣があるが これ 病 招 子孫にも影響を与え︑結局は人種の健全を得 こと できなくなる︒少女期 必要なのは纏足 なく︑教育である と述べている︒ま ︑清如
（
27）は第二号の﹁女学を論ずる﹂において︑ ﹁女子教育の興廃は体




























































































































の目的﹂に窺うことができる︒それは﹁婦徳﹂ ︑ ﹁良妻﹂ ︑ ﹁賢母﹂ ︑﹁女子の職業﹂ ︑ ﹁女子の生活を完全ならしむる他の準備﹂という五つの女子 本分を育成することを目的としている
（
35）︒その中で下田は︑










































































ているが︑そのうち婦人に関する著書は『日本婦人待遇論』が唯一のものである︒こ 書は︑彼がドイツ留学から帰国後の一八九九年に書いたもので︑東京南江堂から出版された︒　﹁自序﹂において大澤は﹁獨逸國に逗り専門學事を脩むるの傍ら親しく其國人と往来し其家内の調和せる其家の富める其人の健康なる殊に其婦人待遇 厚を見 毎に羨望に堪へず又之を故鄕に顧み之を一身の經歴に比し却て痛嘆す 者數矣竊 以爲く我國の隆盛を促し人生の至樂を謀るには先づ一家 平和を致す あり婦人 待遇を改むるにあり
（
45）﹂と︑この本を著した意図を述べている︒そして︑






























































分は全部省略している︒またこの抄訳の冒頭 ﹁本書を抄訳 た目的は︑我が国の女性たちが世界各国 婦人 待遇を参考とし ︑自分自身の位置を自覚するこ であ
（
47）﹂と述べている︒轉坤は︑この
翻訳を読んで古今東西︑世界各国の婦人の待遇を知った中国の二億の女性同胞が︑自 自身 置かれ 位置を自覚して立ち上がることを強く願ったが︑そ 際︑日本 は参考 なか のである︒　
媧魂が抄訳した﹁欧米之女子教育﹂にしろ︑轉坤が抄訳した﹁婦





































































































経世家や商工業者など 英傑たちが紹介さ てお ︑貧困の中に志を立て︑身を起して偉業を成就 各人物の経緯が語られている︒　
前述したように︑ 『欧米青年立身傳』の初版と言える『欧米貧児











































































身成功には忍耐刻苦の外別に又 個 要素あり何ぞや即ち仁惠慈善の徳性是なり抑も女子たるもの假令如何に才智 如何に學問あるも仁慈の心なくんば其學問才智は啻 自他の利益とな ざるのみならず或は却て己を傷 また人を害ふに至るなしとせざる
（
59）﹂と述













家のウィラードを補 翻訳する ど 広く禁酒運動を推進することに力を入れたが︑中国人女子留学生たちは禁酒運動に参加した女史たちの伝記をそのまま翻訳し いるも の︑運動自体に注目した形跡はない︒　
そればかりでなく︑中国人女子留学生によって取り上げられた六
人の女性を見ると︑三つ 特徴をもっている︒一つ目は︑女子参政権／女権拡張 提唱した人物で︑②﹁講演者：モツト﹂と④﹁新聞記者：オソリー﹂が挙げられる︒たとえば︑モット 奴隷問題ばかりでなく︑女子参政権問題などに尽 奔走し ︒オソリーは雑誌編集長を務めていた期間に︑世界における婦人の地位を論じ︑ 権拡張の必要 説いた︒
　
二つ目は︑女子教育を提唱した人物で︑⑦﹁教育家：リオン﹂が
挙げられる︒リオンは女子高等教育の必要を熱心に説いた先駆者の一人で︑無私無欲の精神から自身が得た報酬は生活費を除 てすべて貧困な生徒に附与し︑その学費を補助している︒また︑国家文明の原動力は婦人であり︑男子の智徳がいかに発達しても︑婦人が不学無識でその地位が低劣ならば 社会の新文明は望めないと常に述べていた︒一方︑⑪﹁小説家：エリオット﹂は直接 女子教育 は関わりがないが︑小説を著して得た原稿収入を慈善に費や ︑貧民や困窮した学者あるいは女学校などへ寄附 た︒　
三つ目の特徴は︑軍人兵士の救援に従事した人物で ⑩﹁看護
婦：ナイチンゲール﹂と③﹁演説家：リバモーア﹂が挙げられる︒ナイチンゲールは看護婦 校を設立したばかり なく ク ミア戦争の時に自ら看護婦隊を率い 患者 救護に従事 た︒リバモーアは同志婦人と協力して 人後援会と う団体を組織し︑軍隊に助力し︑軍人の遺族を保護 た︒また︑彼女は野戦衛生婦人隊を組織し傷病軍人を看護した︒　
中国人女子留学生たちによって紹介されたこれらの女性たちの職
























































わっていたと考えられる︒ ﹁奏定女学堂章程﹂は︑ ﹁女子小学堂章程﹂ ・ ﹁女子師範学堂章程﹂という二つの から構成されている︒それまで女子の教育を家庭内に限定していた清朝政府は︑男子向けの﹁奏定学堂章程﹂
（一九〇四年）
の発布から三年経って︑ようやく





















































































































































































　『實践家政學講義』の﹁総論﹂において塚本は︑ ﹁今の時代は︑舊家庭破れて︑将に新家庭を作る必要 生じ︑将来 家の主婦と るべき諸嬢は︑此學問を應用して︑花笑ひ︑鳥歌ふやうな趣ある平和の新家庭を形作るやうに︑心掛けられ度いものである
（
73）﹂と︑本書を

































































繍術新書』を刊行 た目的を述べている︒つまり︑梶山が『造花術新書』をはじめ女子技芸書を著した主な動機 ︑女性自身の経済的独立の実現で なく︑内職を通して 家計の補助
（内助）
と帝国日




























に中国の史書に登場する女傑でもなければ 政治上においてまだ独立した人格を持たず︑女性解放の萌芽的段階にある日本人 性でもなかった︒彼女たちの目に映った理想的女性 モデルは︑職業を得ることによって自身 独立を実現し︑男性と同等に社会の表舞台出て︑直接国家に貢献できる女性 つまり 解放の先頭 立って活躍するごく一部の欧米女性 であっ ︒　
そのため在日中国人女子留学生たちは︑西洋の女子教育を日本の







世界』第一八号の﹁特別記事 欄に︑ ﹁女界二大雑誌出現﹂という文章を書き︑中国人女性によって創刊された二つの雑誌︑秋瑾の『中国女報』と燕斌の『新女界』を高く評価したが︑雑誌内容から見ると『中国女報 が『新女界』を超えてい と述べた
（
84）︒当時︑陳











































8）  『女子世界』は︑一九〇四年に丁初我（一八七一～一九三〇）によって上海で創刊された月刊誌︒一八号（一九〇七年）ま 刊行されてい 創刊当初は丁が編集長を務めたが︑その後陳志群（一八八九～一九六二）がこれを引き継いだ︒二人とも男性の立場から︑女性を﹁国民の母﹂ ︑ ﹁女国民﹂として育成することを提唱している︒
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魂訳を対照して見る︒下田は﹁教育といふ は何時頃から始まつたものであるか︑チッテスのいふように︑人類の如く古い 否或る意味に於ては人類よりも古いといふ もよい︒動物に於ても生理的遺傳及び本能の外に︑生れた後に親のすることを真似て覚えることは随分ある︑併し動物には言
144

































48）  『中国新女界雑誌』第一号の﹁記載（国外の部） ﹂欄には︑ ﹁美國女界之勢力﹂ （煉石） ︑ ﹁請看俄羅斯二百年前之婦人界﹂ （媧魂）が︑ ﹁時評（国外の部） ﹂欄には﹁英國婦人争選挙権﹂ （蘭馨）が掲載されている︒第二号の﹁記載（国外の部） 欄には︑ ﹁美國女界之勢力（続第一号） ﹂ （煉石） ︑ 澳洲婦女之勢力﹂
































































根本正『欧米貧児出世美談』 ︑ ﹁緒言﹂ ︒
（
59）  




年︑一八頁︒山本の考察によると これら一連の反キリスト教・排外運動には︑アヘン戦争以来 外国勢力の圧迫や外国宣教師の条約上の特権などに対する中国民衆の反感︑北京条約以後の教会用地問題 その他教会や信
徒と一般民衆との間に生じた紛争︑儒教道徳によるキリスト教会習俗批判︑民間信仰・迷信や民衆の無知による誤解等︑種々の問題が背景となっていたという︒
（




る︒当時︑中国人留学生の に満州の軍事占領を続けるロシアに抵抗する運動が起こり 女子留学生たちも看護婦として志願することによってこの運動に参加しようとした︒その後︑ 秋瑾により『中国女報』に﹁看護学 程﹂が翻訳されたばかりでなく︑一九一一年 武昌蜂起 際には︑張竹君（一八七六～一九六四）が自ら看護婦隊を率いて負傷者を介護した︒また︑前述した『女子世界』 （一九〇四年︑第五号）のなかでも︑ナイチンゲールの挿絵︑伝記が軍隊付き看護婦のモデルとして紹介されていた︒
（
63）  






































































出版された 『明治少女節用 （当時の女子向け百科事典とも言え ） には︑ ﹁造花は他の手藝よりも遥かに利益がある︒近頃造花の需要は實 盛んなもので︑第一客室食堂の装飾として用ひ︑第二音物として用ひ︑第三女子 髪飾りとして用ひられ︑其他種々の方面に需要が多い で︑従つて供給が間に合はず︑故に職業としては随分割 よい仕事 のである﹂と︑造花の実益について記されている︒巌谷小波ほか編『明治少女節用』博文館︑一九〇七年︑三五八頁︒これは︑当時日本において造花が他の手芸より賃金が高かったばかり なく︑一つの国内産業 成り立って ことを示している︒
（













る他︑ 『神州女報』と『女報』 （一九〇九年）を創刊している 『神州女報』は秋瑾とともに創刊する計画であったが︑秋瑾 安徽省巡撫を暗殺しようとして失敗した事件に連累し︑ 処刑 たため︑ その計画は実現でき かった︒一九〇七年十二月︑陳は単独で 神州女報』を創刊 ︑その﹁発刊詞﹂に﹁為鑑湖秋女士流血之大紀念而作﹂ 秋瑾を記念するため発刊したと述べている︒この創刊号には︑秋瑾の文章や伝記 どが数多く掲載され いる︒ 『神州女報』は経費不足のため︑第三号までしか刊行されてい かった︒
（





































の整理はよく行き届いたもの いえ ここに示され ような射程を探求する研究が近年にも見られる︒ とえば︑ 方詩人と丸山薫︑高村光太郎をはじめとする疎開詩人との広域にわたる﹁結び合 いの様相は藤沢太郎によって実証的に明ら にされようとしており
（
5）︑






























































ノ内町に生まれ 重男は︑三六年に早稲田大学哲学科に入学し︑出隆ゼミに出入りする中で︑松浪信 郎︑堺誠一郎らを知る︒文学や哲学に関心を寄せ︑とりわけ マルローやベルジャーエフ
（
13）には強
い関心を持ったと言われる︒単位不足で三九年に大学を中退した後︑四〇年に結婚︑翌四一年 は招集により入隊するが︑四三年に病気を理由として招集が解除され帰郷︒産業報国隊からの派遣員として縁戚にあたる青柳六一郎が経営する米沢航空で働いた後 山形県飯豊町に疎開︑終戦と離婚 経験する︒四六年以降は郷里と東京を行き来する生活が続き︑この間︑熊本日日新聞東京支局勤務やバー皿洗い︑美容品の行商などの職業 してい が 実 を営んいた家族や親戚から 支援が彼 生計の大きな部分を支えていたと推測される︒　
放浪に近い生活の中︑詩作を志していたこの時期の佐藤に強い影
響を与えた存在としては 招集時代 初めて手紙を出し︑ 六 九月に疎開先で面会し 高村光太郎︑日比谷公園で戦災孤児救済の活























































































































































































































































































































































義運動月刊誌』についても︑四六年刊行号の大半が所蔵されている︒この『民論』四六年 月号の﹁編輯後記﹂には︑ ﹁大河内一男先生の論文は︑先生旅行中にて本 掲載不可能 ため次号へ掲載いたしました﹂と 断り書きがある
（ただし実際の掲載は佐藤蔵書及び﹁大








我々は天皇の本質を歪曲した感情論的罵言主義を打倒せんとするものである︒同時に又観念論的絶対主義神秘 振り翳し天皇を階級支配の手段とし正義と真理をじうりんする如き反動分子の護持論も打倒せなければならぬ︒天皇には二面の性格がある︒政治的機関︑権力関係としての天皇と︑日本民族社会の構成要素としての天皇がそれである︒前者を政治 天皇︑後者は民族的︑社会的 と云つてもよい︒前者は日本政治史の全発展過程を通じてその権力内容を異にして来た︒後者こその本質であり︑日本民族 全発展過程と共に存在 不変であると云ふ歴史的事実に基づくものだ︒
︹︙︺
我々は民族社会の崇
















用前半部分における佐藤の天皇制に関する主張はその亜種として理解することも可能であろう︒しかし︑ ﹁民族的︑社会的天皇﹂を﹁崇高な象徴﹂として﹁愛慕﹂の対象と位置づけること︑さらにそうした﹁象徴﹂のもとに﹁身 寸鉄の武器なき﹂ ﹁絶対的平和国家建設﹂を主張する段における口吻 は︑ ﹁社会主義者となられる希望は薄い 現天皇の退位をすら唱えていた
（
22）戦後の佐野ではなく︑む

































































前衛は何よりも精神的力の旺盛な人間でなければならぬ︒人一倍強い勇気︑闘志︑創意性︑名誉を重んずる心︑直感力︑計画力等が必要な属性である︒状勢や運動の全面を展望する能 は不屈の闘争をつみかさねてゆくうちに遂には本能にまでなつてしまふ︒かくして彼は歴史の大勢にリードされずして︑むしろ︑これをリードするやうに る︒／前衛は強い個性︑強い自信をもち︑且つ自己犠牲を恐れぬ ある個人でなければなら い︒彼の闘争は自己一身の利益 快楽のため なく︑徹底した愛他主義が彼の内部に流れる 大いに自己を愛す 事と 大 他人を愛する事は一致する︒前衛は危険や苦痛をむしろ歓迎する人間である︒危険や苦痛こそ︑ を訓練し且つ全社会を発展させる最高級の力である︒


























すなわち﹁我々の作品は︑歌に身を曝す行動そのもの﹂なのであるから︑結果に奉仕する﹁プロパガンダ小説﹂は真っ先に批判の対象となる︒ ﹁一国社会主義へ﹂という目的論的なテーゼが揚棄されるのはこの観点においてであり︑逆に︑どのような﹁作品﹂ ＝ ﹁行動﹂にも︑恣意によって﹁前衛﹂を認めることが可能に る
（
29）︒こうした
ロジック も ︑ 『労農』第三号誌面にお ては︑先に見たように︑政治論文と同等以上の扱いをもって古今東西の文学作品が 前衛﹂性を示すもの してとりあげられることになった 考えられる︒
　
その中でも扱いが最も大きなもののひとつは︑先にも触れた小松





























農』は先行する雑誌に範 取ったも と思われる︒国際日本協会が発行した雑誌『復興亞細亞』が佐藤の蔵書に含ま が︑その誌面






四六年九月号掲載﹁読者の皆様へのお願ひ﹂には︑ ﹁民論の正しきコースを実現し︑平和的祖国再建に邁進 ため﹂に﹁支局を一層強化﹂する必要に即して﹁全 諸兄 挙
こぞ
つて年極直接読者の獲


























興亞細亞』や『民論』の支局路線を忠実に引き継いだ『労農』は︑先の『社告』が示す通 各地方支局における活動の目的 ﹁テキスト﹂ 事前読了を前提とした﹁討議﹂ 限定し︑それぞれの地方の個性や特質の発見には置かなかった︒　
一九四五年八月に前後する一定の時期︑疎開や敗戦を契機に︑東
北の地域性を再考しようとする言説が盛 上がりを見せる︒明治以降の都市文明 臨界を主張し農工一体 国家再生 主張 石原の言説もその一翼を担っていたが︑ここで ︑先にも触れた舩山信一が︑河北新報社発行の雑誌『東北文学』に発表したテクストを︑その代表的な例として参照しよう︒
保守主義は東北をしていつまでも封建的ならしめたものであつた︒東北人は器用ではない︑小利巧に立回ることが出来ぬ︒之
が明治維新の際に東北を立ちおくれさした所以である︒維新以後に於ても東北は遂 日本 リードする地位には立たなかつた︒然し東北は又あくまでも古きに立てこもつて亡びて行く程かたくなではなかつた︒後からではあるが結局新勢力について行つてその建設を全 らしめたの ある︒東北人が政治に︑経済に︑軍事に文化に幾多の人材を輩出さして︑いはゞ殿軍の役割を果したのである︒／私 この保守主義は然し日本 とつて貴重なものであらうと思ふ︒熱 易くさめ易い が日本人の特色といはれるが︑そ 欠陥を匡すものは正しく東北人 この保守主義である︒
︹︙︺
／日本国民の前途には今や長い忍苦の途が横た
わって居 之に耐えるこ が出来る 日本精神中特に東北的な分子 なけ ばならぬ︒ 
（舩山信一﹁東北的性格﹂ 『東北文学』一九四六年一月）
　﹁東北﹂という地域的な枠組みは︑明治以降の日本社会において












響を見ることもできるだろう︒しかし︑ セクト 郷土趣味﹂へ向けられた次のような批判 そう た枠内からは理解し得な ︒
















































治・文化の行動的統一と表現﹂と一歩踏み込んだ表現に書き換えられている︒これらは︑先述 ように﹁前衛﹂の人格的卓越性を担保するものと設定さ た﹁行動﹂概念によって︑ ﹁政治﹂と﹁文化﹂と双方の具体的な分別を揚棄し︑ ﹁詩魂﹂という抽象性においてそれを包括しようとす ものである︒また︑ ﹁地方的なるも ﹂とう文言の消去は︑そ 抽象化 企図によって ﹂の具体的な内実を探求する志向性 棄却されたことを反映しているが︑こうした発想が︑戦中から続く類型を継承し も でもあったことも既に論じ 通りである︒　
もちろん︑この﹁地方的なるもの﹂をめぐる変化は︑完全な転向︑
































本近代史における例外的な高揚期を迎える第二次世界大戦下の﹁東北﹂を巡る言説は︑中央都市の復興 進む戦後に至っ 再び沈静化していくことになる︒こうし 道行きは︑ ︿全体／部分﹀と う包摂構造に支えられ ﹁地方﹂表象が逃れ得ない隘路を指 示よう︒しかし︑ ﹁一国社会主義 と う具体的 イデオロギーの代わりに﹁行動文化﹂という抽象的な概念と結びつ ︑経験的な﹁地方﹂からの離脱を志向した『労農』第三号においては︑そう 相互補完的なアイデンティティ・ポリティクスは溶解し いる︒　
占領期地方文化運動としての『労農』に今なお省みられるべき特














































7）  ﹁動かざる大地に剛健にして優雅なる文化の殿堂を建設せんと︑文芸評論家山岸外史氏を委員長とする米沢青年文化連盟は︑去月二十四日米沢工専講堂で結成式を挙行し﹂ ︑ ﹁科学︑ 経済︑ 思想︑ 文化と各団体を設けスケジュールを組ん 大いに青年の文化啓蒙に働きかける筈﹂ （ 『米沢自由新聞』一九四六年三月十一日）と華々しいスタートを切った山岸外史の米沢における地方文化運動は︑しかし︑三年後の『米沢新聞』 （一九四九年十二月二十日）掲載の﹁文化団体〝散りぬるを〟 ﹂では﹁有象無象の文化団体と称するのが出現したがいずれも花火線香的な光彩を放ったのみ で ﹁終戦当時華々しく活動した米沢青年文化連盟は何時ともなく姿を消し﹂たと振り返られるのみで︑山岸のそ 後の 学活動の失速 いう条件も重なって︑現在までほとんど顧みられることがない︒この点については︑高橋秀太郎






























松浪信三郎﹁ 『火 聖女』の森英介﹂ （ 二月号） ︑ ﹁私





















































発行日からは前後関係が微妙ではあるが︑ 『民族 社会主義』 第三章
　














































































31）  『労農』の活動を終えた一九四八年︑ 藤は高田博厚宛に長文の書簡を二通送っているが︑その中に示される日本共産党に対する批判は︑こうした






いといふのだ︒民主民族戦線︑チトオの悲劇と呼ばれるユゴ共産党の出来事を耳にするまでもなく︑戦争の追ひつめられた袋小路の中で︑死よりも強い背理に対決し︑現実の圧力と戦ひをやめなかった目に見えない知識人達をも一束にからげてファシスト呼ばはりし反動ときめつけ︑内容としての社会主義︑形式として 民族を唱へてうそぶき︑満州事変以来の歴史的瞬間 は全く不存者でしかない︒合法舞台にも凡そ人間として可能な限りの良識を失はず無数の抵抗が行はれたのである︒最後の瞬間まで︒民族と ひ人民といふに も常に国家主義時代︑民主主義時代を問はずそれら 通して二つの異った立場からの
雑誌『労農』研究
171







































































he Youth of T
hings, Life and D



































































































ことがある︒ドッドは︑そ 序が︑先行研究 概況の紹介 入ったところで︑鈴木貞美『梶井基次郎の世界』
（作品社︑二〇〇一）
にふ
れ︑ ﹁今日まで日本における最も大規模な研究﹂ ﹁膨大な情報量を提供するだけでなく 作家と広く文芸の傾向 社会の動向と 関係を探究している﹂が︑ ﹁幅広くトピックスをカヴァーしているものの︑どこかの領域を深く掘り下げるものではない
（
it does not pursue any 
176





























































今日︑絵画・彫刻のモダニズムは︑一九三〇年代 むしろ最盛期を迎えること︑文芸でも石川淳︑太宰治︑坂口安吾︑久生十蘭らによってモダニズムはさらに新たな局面に入るこ が明 か されいる︒また︑わたしが組織した研究グループ ﹁日本回帰﹂と呼ばれてきた現象の内実に踏み込み︑一九〇〇年代 西欧象徴主義の理念を受けとめ︑芭蕉俳諧を日本の象徴主義と見て礼賛す 流 つくられ︑萩原朔太郎が第一次世界大戦後に西欧 前衛詩人たちが日本の俳句 手本にしていること 知り︑ ﹁象徴の本質﹂
（一九二六）









































































る女主人公に対して読者の同情の涙を誘うものだった︒いわば人情に訴えるヒューマニズムの作風である︒実際︑男女とも 重度の結核患者と結婚する者は︑まずいなかった︒宮沢賢治の家系が﹁結核の家系﹂と噂されたよう 遺伝性 誤解され こ もなかったわけではない︒しかし︑軽度であれば︑社会から遮断 ていたわ ではない︒ ﹁天刑病﹂といわれ︑遺伝性の妄信が抜けず︑とくに第二次世界大戦下に言語に絶す 迫害を受けたハンセン病患者と比べても︑ちがいは歴然としている︒　
梶井基次郎は第三高等学校在学中から肺尖カタルの診断を受けて
いたが︑東京帝大に進学し︑伊豆・湯个島温泉に養生の地を求めたのも一時の避難のつもりで︑英語の教師 なろうかと考え こともあった︒病が重くなり︑ 阪へ帰って ち︑親族 の同居を避け︑



























較する︒ ﹁悪いガラス屋﹂は︑語り手がガラス売り 悪罵を投げつけたあと︑アパルトマンの最上階から植木鉢を落とし︑ガラス売りが背負ったガラスを粉々にし︑ ﹁美しき な人生﹂
（
La beau en vie! ）
と︑
快哉を叫んで終わ 『パリの憂愁』の献辞を参照していえば︑ ﹁巨大な都市への頻繁な訪問と︑そこ おける無数の関係の交錯によって起こる﹂ ﹁倦怠と夢想から迸り出るエネルギー﹂にかたちを与える意図のもとに書かれたものである︒梶井基次郎は︑粉々になったガラスを色ガラスのように記憶して たと伊藤整が回想に遺 ていることなど紹介しながら︑ドッドは︑憂鬱から起 る破壊衝動による﹁悪﹂をあげ︑ふたつの作品の共通性をいう　
問題にすべき点は二つある︒そのひとつは︑基次郎がボードレー








Papers vol.2: Sources of the Self: the M
































れ﹂と呼び︑ボードレールと芭蕉 ︑その感興をうたっ 詩人 あるかのように論じている︒どちらも勝手な解釈にすぎない︒梶井基
スティーヴン・ドッド『青春のことども――梶井基次郎の時代の生と死』に寄せて
181

























学校との共演による公演を突如︑中止に追い込んだ︒基次郎は︑それに対する強い憤りをかなりのちまで記している︒ ﹁檸檬﹂の底にあるのは︑作家 個人史の水準でいえば 祝祭喪失後︑鬱屈した詩人の﹁不機嫌﹂ゆえ 八つ当たり的行為ではなく︑自由を抑えられた﹁憤懣﹂を想像のなかで爆発させ ことになろう︒それゆえ︑『梶井基次郎の世界』序章では︑日露戦争後の﹁憂さ晴らし﹂の系譜を辿り︑基次郎の五官の感覚がバラバラにはたらくことへの関心や錯覚 歓ぶ精神を都市大衆文化にあふれるナンセンス趣味 関連させて︑価値倒錯が価値観総体 破砕 向かったも と論じた︒むろん︑ ﹁檸檬﹂を爆弾に見立てる発想 は︑ダダ︱ア ーキズム系の動きを無視できない︒　
それらをドッドは﹁情報﹂としては知っている︒だが︑梶井基次






道の傾斜をはかる﹁水準器﹂にたとえるなどユーモラスな比喩を用いている︒病 負った身体意識が梶井基次郎の表現の大きな特徴の一つをなす︒それはよい︒だが︑病の意識が要素として登場し い作品も多 ︒ ﹁檸檬﹂の次の﹁城のある町 て﹂
（一九二五）
では︑









ところが︑日本の多くの批評は作品 作家に還元し︑作品間 ちがいを無視してきた︒ドッドはそれに加えて﹁広 視野﹂の名の下に鈴木不二雄の立論に対するわたし 批判には目をつむり︑ベンヤミンの都市のフラヌール
（散歩者）
論やチャールズ・テイラーの﹁エ
ピファニー﹂論など 助けを借りて︑ ﹁檸檬﹂の表現とボードレールの憂愁と 共通性 括りだす︒　
チャールズ・テイラーがジェイムズ・ジョイスなど二〇世紀モダ

























onies d ’ un jour qui git au sein, inconscient, de 


































































ジョン・ラスキンも﹁真の生命﹂を原理に立て︑そ 系譜に連なるウォルター ペイター『 ネサンスの歴史研究』
（
Studies in the H
istory 














he Ideals of the East, w
ith special reference to the A




























































































a ” （第二章以下も） ︑また注
23︑
“O




















he Sense of an Ending : 
Studies in the T


























































































































































































































istory as a C






















































成することを免れないことを指摘し︑歴史のメタ・レヴェルに立つことを主張したことで知られる︒メタ・ヒストリー︑ ﹁歴史の歴史﹂が成り立つのは︑物語 歴史の未分化な時代はもとより 実証主義の時期に入っても︑レオポルド・フォン・ランケがモラ ッシェ・エネルギーを歴史の原動力 考え︑マルクス エ ゲル が歴史の法則的発展を唱えるなど︑歴史観というイデオロギーが働く︒それゆえ︑既成の歴史観 批判し 蓋然性や客観的妥当性の有無や程度
スティーヴン・ドッド『青春のことども――梶井基次郎の時代の生と死』に寄せて
191





 “pure experience ” すなわち︑
“non-reﬂective consciousness ” 




























価値を与える一種の﹁古代回帰﹂ 考えに触発さ ︑仏像彫刻 伝統の底に日本民族 情念の迸
ほとばし
りを﹁発見﹂した︒それがケンブリッ
































urélia ou le rêve et la vie, 1855 ）
中にイシスの
神話などが現れるこ は︑さしずめ 一七九八年から一八〇一年にかけてのナポレオンのエジプト遠征の﹁トラウマ の現れとなろう︒











期の東京が対象 なってい こと︑ ﹁過古﹂
（一九二六）
における記













された実存というキリスト教圏の考えによるも では く︑自然科学によって︑生を一回的現象と見れば容易 結ばれ イメージだろう︒梶井基次郎と同時代に︑ 宮沢賢治は詩集『春と修羅』
（一九二四）

























he sense of an Ending; Studies in the T





















des Abendlandes, 1918, 22 ）
と無縁ではなかろう︒カーモードが日本の
















































































































































esthecs of Japanese Fascism
, 2009 ）
を参照












鼓舞するものであった いう︒ここでは︑太陽の恵みを拒否する主人公＝語り手の姿勢との関連が説かれていない︒ ﹁へたばるまで歩け﹂は︑自分で自分を﹁歩き殺してしまえ﹂と続く︒これこそ︑﹁冬の蠅﹂のクライマックスだとわたしは読んできた︒身体の生を犠牲にしても精神の生を求める態度である︒これと梶井基次郎が自分の命を削るようにして短篇小説 世界を研ぎ澄 していったこととは無縁ではない︒芸術至上主義 浸透を考えてよ ︒　
だが︑生命原理主義の流れが︑佐藤春夫﹁ 「風流」論﹂や萩原朔
太郎﹁象徴の本質﹂により︑芭蕉俳諧こそ︑そ 流れ 代表するもの︑世界に冠たる日本の象徴主義文芸という声が高まってゆき︑﹁わび﹂ ﹁さび﹂ ﹁幽玄﹂が﹁日本的なるもの﹂という合唱が一九三〇年代の芸術論に高まっていったこと 対して︑梶井基次郎は﹁筧の話﹂で 山中 聞こえるかそけき水音に惹かれる自ら 意識を書きながら︑そのような精神 傾きを生む基盤を﹁退屈﹂に見極めた︒梶井基次郎は自身の心性を題材にして︑ ち早く文化ナショナリズムの流れに批判を加えたのであ
（
28）︒ロマンティック・イ





あること︑これを語彙の静より動を求めるものと述べ︑ブルジョワ社会の初期から文化的生産物を自動的なものと見なすフェティシズムがあるというテリー・イーグルトンの説 あげ︑梶井の表現がそれに抗うと見ることもできるという︒まず﹁檸檬﹂で 夜 八百屋の店先を照らす電灯の光の眩
まぶ
しさについて︑そのころ電灯の光度が













対応していることはたしかである︒だが︑それらは作品の核心をなすレモンから受けた快い刺戟の語り方とは対照的だろう︒そして爆弾は︑やはり手榴弾の形からの連想 り︑片方がすぼみ気味の卵型の電球と結びつけるのは無理だと思う︒広い文脈において様ざまな読み方の可能性を探るのはよいが︑実際 作品 しくみと論脈にあたるものを破壊して な ま ︒　﹁ある心の風景﹂における女の全体性と腕の形容は︑語り手の抱く﹁女﹂の観念と実物 落差を示しており︑ ﹁檸檬﹂という単なる事物が感覚をとおして夢想に結びついてゆく と表裏する︒その着眼はよい︒が︑対象のパーツ化をすなわちオブジェ
（物象）
化と見













































































































それこそバタイユ せよ︑ハンス・ベルメールにせよ いくらでも戯れることができるだろう︒江戸川乱歩にも女体 パーツで触 の美を書こうとした作品がある︒わたしは成功し ると思わないが
（
34）︒




















 “essay ” の訳語として明治
期から用いられていた語であり︑先にあげた永井荷風 矢はずぐさ﹂は︑日本における私小説の淵源を明らかにしつつ 主人公を造形せずに自分の身辺の出来事を書くこと























































































La volonté de savoir,  
H
istoire de la sexualité, V
olum




















































he Principles of Psychology, 
1890 ）
で︑途絶えることのない意識の連続性をいい︑反省的にその





































































 context to text ” と題する





















梶井基次郎』 （社会思想社︑ 現代教養文庫︑ 一九七七）以来とっ
てきたものであり︑その努力の方向は︑江戸川乱歩︑石川淳︑堀辰雄らにせよ︑最近の『宮沢賢治
︱︱
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から象徴主義まで﹂ （ 『日本研究』四三集︑二〇一一）など参照︒ハルトマンは︑他者に対する感情のはたらきを︑相手から受け身的に畏怖の印象を覚える場合と︑対象に感情移入して乗り移る場合とに分 ており︑鷗外が後者を﹁同化﹂ 訳してい ことに着目すると 独歩『武蔵野』中﹁忘れえぬ人々﹂に︑その意味での﹁同化﹂が見出せる︒ 『武蔵野』中﹁小春﹂では︑ウィリアム・ワーズワース 詩句から﹁万物の生命﹂ （
life of things ）と
いう語が引かれており 同時期の徳富蘆花や島崎藤村 ジョン・ラスキン『近代画家論』 （
M














しなどを提起し︑以降︑ ﹁日本文学﹂概念の形成と展開 ﹁自然主義﹂ ﹁象徴主義﹂ 文芸思潮 文芸史 見取り図の転換および明治期言文一致神話の解体（日本の知識層は古代からバイ・リテラシー）に取り組み（ 『入門』などを参照されたい） ︑ 『超克』では︑ トマス・クーン『科学革命 構造』 （
T
he 
















































鈴木貞美『 ﹁日記﹂と﹁随筆﹂ 』および『日記で読む日本文化史』 （ともに
前掲書）を参照︒またドッドは﹁私小説﹂を
 “shish ōsetsu ” と呼んでいるが︑
梶井基次郎の時期には
 “w
atakusi sh ōsetu ” が普通で︑





















同一性﹂を説いた︒簡単にいえば︑生と死は個体 お て 絶対矛盾の関係にあるが︑個体の死は他の生命を養うので﹁大きな生命﹂においては同一という論理である︒ 『探究』第六章を参照︒
（
































































が示唆したように︑国家がこのように﹁意見を支配する力﹂を対外政策の手段として組織的に行使する なったのは近代に入ってからであっ ︒第一次世界大戦は猛烈な宣伝合戦となり︑大戦以降は宣伝に乗 てイデオロギー 世界中に拡散し ︒　
本書は︑カーが同時代史的に描いたこの国際政治上の現象が︑
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 York: Public A
ffairs, 2004 ）
を応用し︑本書は国際世論の動














































生した内閣情報委員会は︑ソフトパワーの行使を調整しさらに強化するという国家の試みであり︑その優先順位は外交政策にあったと筆者は論ずる︒ただこの新設の機関は︑実際に 他の情報機関に対する指揮権をほとんどもたない調整機関に過ぎなかった︒同盟通信は︑補助金を通じて形式的には首相に直属する機関であったものの︑同社に対する統制権は外務省が保持していた（pp. 83–84 ）︒
　
情報機関のさらなる集権化過程は第三章で分析される︒日中戦
争以降の日本外交の重要な局面の︑ほ んどすべてに関与したのが近衛文麿であるが︑彼は彼 りの総力戦体制像に基づいて政府の政策形成能力を強化しようとすると もに︑国内政治︑国際政治における世論の役割を認識し︑ニュース・プロパガンダや文化プロパガンダを通じてソフトパワーを活用した人物でもあった（p. 97 ）︒日中戦争の勃発からまもない一九三七年九月︑内務省な




























































一九四三年までに︑同盟通信はアジア太平洋地域において正確かつ迅速に情報を供給する体制を築き上げた︒一方 連合国は︑自力で情報を入手する手段を失い同盟通信に依存せざるを得なかったものの︑同盟通信の配信す ニュースを基本的にはプロパガンダと認識してほとんど 用しなかった︒ただ国内ニュースについては︑日本の国内 勢の分析に使用されたという
（
pp. 299–300 ）︒






































で総力戦体制に関する研究は︑制度と理念につ ては歴史的意義づけをめぐる論争と並行しつつ実証的にかなりの程度明らかにされており︑近年の関心は︑制度構築の結果としていかなる現象が生じたのかを解明す こと 移りつ あるようである︒したがって︑どちら 分野においても本書がとくに新しい知見を提供 ているわけではない︒
　
むしろ本書の意義は︑広報外交と総力戦体制の研究蓄積を結び
つけたことによって︑同盟通信社を中心とするニュース・プロパガンダの展開 ニュース・ネットワークの形成が︑総力戦体制の構築の一局面として理解され得ることを示した点に求められるのであろう︒この観点に立つならば 一九三〇年代以降の日本はソフトパワーのはたらきに敏感で︑けっして国際規範や国際世論を無視して孤立へと突き進んだわけ はない
（
pp. 2, 21 ）
との主張も




う指摘は︑一九三〇年代後半の日本 外交︑軍事行動が大英帝国の解体を企図して展開されたことと表裏一体をなしているようで興味深い︒そして こうして苦労して作り上げ 同盟ニュース帝国の配信するニュースが︑欧米メディアからみればおよそ正確な﹁ニュース﹂ ﹁情報﹂ではなく︑ ﹁国家プロパガンダ﹂として片づけられたという悲劇的な
（あるいは喜劇的な）
事実は︑ ﹁国策通信社﹂
の脆弱さと限界を端的に表すと同時に ソフトパ が﹁パワー﹂として有効に機能し得る条件を照射 いるように思われる︒　﹁ソフトパワー﹂を議論のひとつの軸として用いるのであれば︑この点を追求して議論を深めてもよかったのではな だろ か︒本文中には︑南京大虐殺のような事件を念頭に︑プロパガンダは
書評
217


































クト おけ ドキュメンタリー︑発見︑そして再帰性』の書評も発表した︒そして昨年の本書に続き まもなく安部公房の『けものたちは故郷をめざす』の翻訳も刊行されるはずである︒
　
まず︑本書の構成を紹介しておこう︒序章では︑疎外を扱った
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関係を探究する︒安部が一方で時間を空間の介入にさきだつ純粋な運動と捉えつつ︑他方では時間と空 が根本的に相関するものだと示していることについて︑カリチマンは前者を不可能だとして︑後者の考え方で存在を分析する︒安部による他 性 概念は空間だけでなく時間をも含み込んだ運動の一般化をしているが︑それは国民国家によるあらゆる形の領有に抵抗するものとしての彼のユダヤ人認識から来ているという︒そのユダヤ民族概念の持つ問題をも指摘しながら︑カリチマンは︑国民国家のイデオロギーの核心であるアイデンティタリアニズムの論理に対するの異議申し立て 強力さを示す︒　﹁三
　『他人の顔』における共同体の魅惑﹂では︑一九六四年の







部の読まれ方を探究するために︑介入の概念をうちだす︒日本文学の作家として登録されることで︑国家へ 所属の論理に対する安部の攻撃が否認されてきた矛盾にカリチマンは注目し︑日本研究の制度が︑ど ように国民国家と個々の主体との結びつきを緊密にしてナショナリズムを強固にしてきたかを示す︒彼 ドナルド・キーンやジョン・
W・トリートといった学者による安部の解
釈をたどり︑文化主義︑オ エンタリズム︑そして人種 義 ともにある︑日本のアイデンティティを普遍的なものでなく固有のものにしたいという欲望を見出す︒介入の概念が︑客体の構築において本来は主体 客体 相互関係であったものを含んでいたとを示し︑日本という客体に対する 的な働きかけが︑安部テクストがつねに混乱させようとしたアイデ ティティ 論理基礎をおいていることを明らかにする︒安部にとって︑論理は時間のなかに刻まれたもの して理解されなければならない だ︒安部の思想は研究対象の地位 引き下げら 得ないもので その反対に︑方法論のレベルで彼の著作 理解するこ が求められているという︒　
終章では︑一九六四年の短編﹁時の崖﹂に生の時間に内包され
た死を読み取ることからはじめ︑安部の思想は︑既成のアイデンティティ概念への脅威 いうレベルで︑最も生産的 捉え れ
とする︒彼の日常の現実への関わりは介入として認識されなければならず︑安部にとって介入のない現実 ありえないという︒そして同年のテレビドラマ『目撃者』から︑現実と見 て るものは事前決定の効果として把握されなければならないという洞察︑外部の現実は純粋に外部のも ではなく︑主体の媒介のレベルで構成されている部分がある︑という認識を見出す︒また 再び『砂の女』を参照しつつ︑時間が経過しても変わらずにあり続ける自己概念の拒絶や︑国家共同体の拒絶を読みとる︒そして︑ ﹁彼ら﹂という客体をより正確に理解するために︑主体の﹁我々﹂が膨大な情報を集めることを求められる地域研究 制度の有害性を指摘し︑安部を読むことがこの認識論的な罠 自覚 客 と制度を違ったかたちで見る に役立つと述べ ︒　
この概要だけでわかるように︑本書はすぐれた安部公房論であ
















きるだろうか︒国学の伝統に発し 近代のナショナリズムとともに歩んだ国文学研究の制度は︑欧米諸国の国民文学に並ぶものしての国文学の確立を使命としてきた︒ここでは︑先の批判が客体と 固有性に向けられ いた を︑主体として 固有性の議論に変えれば応用できるように思われる︒カリチマンも指摘するように︑自らは日本 研究 制度に安住しながら︑文学作品の内容にかかわる﹁ナショナリズム批判﹂を展開する というは日米双方での流行になっているわけだが︑これに無関係だ 言いきれる研究者は多くないだろう︒ 部の日本文学研究に関わるコースに所属す 研究者や︑国際 化 センターの研究者はもちろんのこと︑はやりの国際系・領域横断系 学部や組織に所属す 研究者 とっても︑自ら かかわってくる問題のはずである︒特に︑日米ともにいわゆる﹁実学﹂や自然科学優先で人文学が軽視される情勢下で ︑一方で 領域の必要性や重要性を指摘しつつ︑他方で自らも荷担しているナショナリズムを自覚し批判する︑という両面作戦が必要 なるだろう︒　
ただし︑安部公房については事情がもう少し複雑になってくる︒
私小説が支配的だった日本文壇における異端であり︑カフカに影響を受け︑多国語に翻訳された﹁国際的作家﹂という日本での定型的な評価に対し︑それにある程度同意しながらも能や狂言などの日本文学の伝統に位置づけようとし キーンらの評価は大きく異なるからだ︒さら 近年 彼の旧満州での生い立ちや引き揚げの経験に注目しながら︑ポストコロニアルの文脈で読み解く試みも盛んに行われており︑欧米との関わり 偏 従来の﹁国際的作家﹂とは違う意味での国際性への関心が高まっている︒従来の﹁国際的作家﹂評価はしばしば﹁日本の誇る﹂という語りに回収される傾向があったが︑先 も述べた制度内ナショナリズム批判の罠にさえ陥らなければ︑新しい方向には可能性があるだろう︒　
ともあれ︑カリチマンの開いた哲学的読解の地平は︑安部公房
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など︑高度な人口統計技法を使う︒他方︑嬰児殺し まつわる言説や祖先祭祀のあり方など︑間引きを求める文化 間引きを忌避する文化を広く考察する︒いわゆる量と質の﹁共演﹂である︒先に示したように︑従来 手法では間引きの実態
（その頻度）
を明ら


















fig. 1, p. 10 ）︒一六六〇年から一九五〇年までの
三百年間の出生率が一枚の図に納められ︑十八世紀末が底で︑二十世紀初頭が天井となる﹁減少︱増加︱減少﹂というゆるやな波が描かれた︒その波に大きく影響を与えたのが︑間引きであり︑十八世紀半ばには︑生まれる子どもの 〇％が 後半のもっとも多いときで 四〇％から五〇％が間引か たと推計している
（
fig. 11 &
 12, pp. 114–115 ）︒にわかには信じがたい驚きの
数字である︒　
シミュレーションの詳細については付論を読んでも情報が完全
ではなく︑その妥当性を十分に検証することはできなかった︒近代の死産統計についても︑資料自体がどの程度信頼できるのか︑どのような利用が間引き分析に妥当 のか︑人口学者 共通理解は得られてい い︒このように本書の分析手法や資料批判 必ずしも十分とは言え しかし︑徳川期については五五〇万人年のデータセットを︑近代については大量の死産統計を用いた今までにない規模の 析である︒個々の 信頼 今後
の検証を待つとしても︑現時点では﹁大きな見取り図が得られた﹂と考えていいのではないだろうか︒　
勝手な推察であるが︑だれもしたことのない﹁大胆な﹂資料の
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フィリッピ訳以降 欠を補い︑現在の『古事記』研究 水準を英語圏の読者に示すものとなって るはずだと期待していた︒しかし︑実際にはその期待に十分に応えたものとはいえなかった︒理由は明確である︒注釈が一切付されていないのである︒　
前述した通り︑作品論的研究という は︑個々の神話的・歴史











































































he land in the sky w
here the 
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ato dynasty ’s ancestral spirits resided. Its vast open spaces possibly harken back 
















lso called “the land that lies beneath the hard 














世界各地の神話に普遍的に見られる三層構造の世界を『古事記』もまた語ってい と把握していた 対し︑神野志氏は先に見たように︑天と という二層
（二元）
構造の世界だと捉えるわけ











































































革命 文化史の考察でもあるからだ︒取り扱う課題が多岐にわたる分︑芸術の通 は対象外で り︑美術史の観点からすれば︑本書の視野はルーツが絵画︑彫刻︑音楽などに求められる前衛芸術︑すなわち︑のちに﹁パフォーマンス・アート﹂と呼ばれるようになるものに限られている︒その他 映画︑舞踊 演劇︑写真なども本書では分析 対象から外されている︒さらに︑主題の︿
radical 
avant-garde ﹀は年代順の美術史のなかの出来事としては扱われない︒
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美術活動を再考する姿勢は︑本書の著しい特色と言える︒文化史・歴史学の専門家として分析するマロッティの議論は︑一般的な﹁アート﹂という枠組みが︑本書において吟味される諸実践の革命的性質を論ずるには不十分であることを示している︒なぜなら︑完成した﹁オブジェクト﹂を主な対象と 既存の美術史のアプローチは︑美術と社会的プラクシスの強く結ばれた関係を分析するには 根本 に不向きだからである︒それに対し著者は︑前衛芸術家の赤瀬川原平の活動をはじめ︑実践的 パフォーマンスや政治的行為を中核とする芸 の分析を通して︑ ﹁テクスト﹂や﹁作品﹂を研究の原理的対象とする問題意識とは明らかに異なる︑歴史学を軸とした美 の物語を紹介する︒　
本書は︑戦前から一九五〇年代までの芸術活動と戦後民主主義︑









作品を構成する重大な要素である 同時に 作品は作家 政治的






















式と戦後社会における天皇制の関係など︑複数の関連した問題が歴史学 理論の観点から取り上げられる︒ランシエールの理論を採用するこ で︑赤瀬川ら 仕事はマルクス主義の美学の政治学︑そして一九六〇年代 国家を超えた言論と結びつけられる︒ここで紹介される赤瀬川の活動と日本の法システムとの対立がやがて大規模な芸術プロジェクトへと発展する様子は︑本書 三部をまとめるテーマとなってい ︒　
第二部では︑一九四九年から一九六三年の間に開催された読売






































































ritical Readings on C






は豊かにして複雑︑時として異論や矛盾を孕みながらも︑個々人の営為︑努力を超えて共有される一筋の糸の存在を物語ってくれる︒読者が単に受動的な見物人 だけでなく︑能動的なパートナーとしてこの会話に加わるならば︑いまだ完結に至らぬ色鮮やかなタペストリーを織り上げる作業に貢献できるだろう︒このタペストリーのことを良く知る読者は︑本作を通じて日本のキリスト教に関する視野をさらに広げることができ︑それによって︑良く知るがゆえにともすれば陥りがちな視野狭窄の限界を打ち破ることができるだろう︒外部者 して日本のキリスト教史 研究しようとする者にとっては︑体感 馴染み がらも はっきり特定できない暗黙の了解じみた自身のキ スト教理解に対して︑本作は違和感をもって立ちは かるか し ない︒そのいずれであっても︑本作は生きたキリスト教の歴史と現状について 刺激的な入門書になるだろ ︒　
本作は最近の学際的アプローチにより︑まず近世日本のキリス
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人びとを祀る国家的な軍事記念施設であった一方で︑祭りの参加者や日常の訪問者にとっては︑楽しい遊び場としてあった︒靖国が育んできた記憶文化は︑国家的な 憶 創造 日々の記憶の消費とのあいだの緊張 はらむものだったが︑日露戦争以降︑ ﹁名所﹂としての顔が﹁聖所﹂として 顔に取って代わられることとなった︒ここにいたって︑ ﹁英霊﹂は﹁戦没者 の同義語となりやがて︑ヒロイズムや悲劇︑戦死以上の価値を体現するようになっていく︒それは︑言葉やメタファー 変化だけ 留まらな ︒戦没者が﹁英霊﹂──日本 ために命を犠牲に た神──とし

























































族に求めてもおらず︑また︑遺族からその許可を得てもいないことが改めて示される︒その代わりに︑靖国神社は戦没者遺族年金の受給者のリストを厚生省に要請し その情報を使って︑遺族に無許可で戦没者を祀ったのだ 軍国主義を美化する靖国への合祀に反対する竹中氏だが︑個人的な追悼の権利は擁護する立場をとっているようだ︒靖国合 に反対して裁判で係争中 韓 や台湾や沖縄の原告の人び にとっ ︑戦没者の追悼は個人的な行為である︒竹中氏は︑良心的知識人 よる靖国批判 矛盾を指摘し︑靖国還元主義が﹁国家の戦時中の行動の責任 負いたがらない日本人の傾向を正当化する﹂も だとする︒エージェントとしての代理権を奪われ︑被害者にされた彼らには︑権力の悪用 責任を負うことができないのだ　
靖国神社をめぐる議論のなかで︑竹中氏は︑歴史における行為
















 There are, it is true, problems in the limitations of the author’s application of theory and his 
overview of Japanese culture, arising perhaps from his excessive attempts to be creative, but the 
problems faced are not those of Dodd alone. The historical limitations of Japanese literary criticism 
until the 1980s, are at work here too.
 This paper is an attempt to examine the methods of literary criticism, and to pioneer a new 
stage in the study of Japanese modernism in order to give real meaning to the ambitious challenge 
Dodd has undertaken.
Keywords :  Kajii Motojirō, Japanese modernism, Japanese symbolist movement, critical method
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 Rōnō chose to depart from the experiential region and called for action-based culture, 
criticizing “regions” as represented by the term Tōhoku. Here we can observe how the discourse on 
“regions” ultimately enters the impasse of identity politics based on the whole/parts dichotomy.
Keywords :  Allied Occupation era, local culture movement, action-based culture, new regionalism, 
representation of Tōhoku, Satō Tetsu (Mori Eisuke), Sano Manabu, East-Asia League 
















On Stephen Dodd, The Youth of Things: Life and Death in the Age of 
Kajii Motojirō:  
For the New Stage of Studies on Japanese Modernism
SUZUKI Sadami
Stephen Dodd’s The Youth of Things: Life and Death in the Age of Kajii Motojirō (University of 
Hawai‘i Press, 2014) is the first extensive work in English about Kajii’s modernist world informed 
by an international perspective; it also includes translations of almost all of his works. Drawing on 
theory from various fields of Western scholarship and adopting an international and 
interdisciplinary stance, Dodd’s study points out the immense challenges faced by Japanese 



















A Study of the Rōnō Journal:  
Reexamining the Occupation-Era Yamagata Local Culture Movement
MORIOKA Takashi
This article is an attempt to present some aspects of the local culture movement (chihō bunka undō) 
that arose during the postwar Allied Occupation era (1945–1952) through an examination of the 
journal Rōnō published in Yamagata in 1946. In discussing Occupation-era local culture 
movements in Yamagata, the dominant tendency has been to focus on non-political movements, 
underestimating the significance of politically oriented movements. Such ex post facto 
manipulation, however, creates blind spots. One example can be found in the fact that the Rōnō 
journal has been considered only in connection with the early phase of the career of the poet Mori 
Eisuke (1917–1951), who died young.
 The Rōnō started as a journal of political opinion, with Satō Tetsu—later called Mori 
Eisuke—as its editor and founder, making full use of existing discursive resources. In its second 
issue, the socialist Sano Manabu, who had just organized the Labor-Farmer Avant-garde party, 
took center stage, but a closer look at the list of writers and other features of the issue, including 
Satō’s editorial and his afterword, reveals that the issue was clearly influenced by the Shōwa 
Kenkyūkai, the Kokumin Undō Kenkyūkai, the Tōa Renmei Undō, amongst others.
 In its third and last issue, Rōnō underwent a radical change in orientation, advocating 
activism and focusing on avant-garde heroism as a driving force in political movements. This last 
issue, which ceased to regard specific participation in the political process as an objective of the 
movement, clearly enunciated the intent to connect political discourse and literary texts by means 
of the abstract ideal of “action.” The slogan of a “new regionalism” advocated as a result of this shift 
of policy denounced the closed nature of sectarian localism and sought to incorporate universal, 
global significance into local culture movement.
XIII
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Ideal Images of Womanhood for Female Chinese Students Studying in 
Japan: Focused on Translated Articles of Magazine Zhongguo xinnujie 
zazhi
PIAO Xuemei
In February 1907, a Chinese-language magazine titled Zhongguo xinnujie zazhi was founded by a 
group of Chinese women students studying in Japan. This study analyzes the purpose of their 
magazine and its content, in particular the translations of Japanese writings and of Japanese 
translations of writings in other languages. The analysis shows that the model of the ideal the 
Chinese women chose was not Japanese, but American and European, namely the ideal women 
were leaders in the emancipation of women in that period. 
 The purpose of female Chinese students who founded the magazine, is to develop Chinese 
women into female citizens. Finding that Japanese women of the time were not politically 
emancipated, they aimed to promote images for Chinese women with equal rights and obligations 
on a par with men as citizens of a modern nation state. Therefore, in the process of translating 
from Japanese sources, they often intentionally omitted some passages that referred to specifically 
Japanese gender roles of women in the family. Furthermore, all the biographies of European 
women were translated by the Japanese translator, however, the Chinese translators only selected a 
part of the biographies from the Japanese translated version. They often introduced practical and 
achievable models for Chinese women educated to a basic level.
Keywords :  late Qing dynasty, Female Chinese students studying in Japan, Zhongguo xinnujie zazhi (Jp. 
Chūgoku shinjokai zasshi), female citizens, Nuzi shijie (Jp. Joshi sekai), Chinese translations from 
Japanese, emancipation of women, influence of Japan, ryōsai kenbo (good wife, wise mother), 















 The main findings of the study are as follows. It is evident that in addition to introducing 
active methods expected to have therapeutic effects such as having patients play instruments 
themselves, Sugamo Hospital also conducted passive music therapy through listening to music. I 
have also demonstrated that the psychiatric care and ideas about music therapy put into practice in 
France and Germany where Dr. Kure had studied were an important part of the intellectual 
background for the music therapy that he recommended. At the same time, it is apparent that the 
instruments and music employed at Sugamo Hospital were those rooted in the cultural soil of that 
time and based on patients’ preferences. The study has also confirmed that the music therapies 
implemented as part of psychiatric care did have positive direct and indirect effects on the patients; 
and furthermore that they were not conducted solely on the initiative of Dr. Kure; rather he sought 
the acknowledgement of the entire hospital beginning with the doctors and nurses working there.
Keywords :  music therapy, Kure Shūzō, Sugamo Hospital, Matsuzawa Hospital, occupational therapy, 
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Kure Shūzō’s Music Therapy and Its Intellectual Background
MITSUHIRA Yūki
In the Meiji period, psychiatrist and chief physician at the Tokyo Metropolitan Sugamo Hospital, 
Kure Shūzō (1865–1932) began to experiment with music therapy on psychiatric patients, and 
continued thereafter to practice the therapy for a long time. Documents about the therapy are 
available mainly at the Japan Psychiatric Care Museum annexed to the Tokyo Metropolitan 
Matsuzawa Hospital (successor to the Sugamo Hospital), but particulars about how the therapy 
was practiced have not received attention from researchers. Dr. Kure’s novel music therapy, which 
was not based on a preoccupation with the introduction of past theories but was rather practiced 
systematically and over a long period of time, holds an important place in the history of music 
therapy in Japan.
 The present study seeks to explain the practice of Kure music therapy and also clarify its 
intellectual background. The discussion covers the following topics: 1. Dr. Kure’s music therapy at 
Tokyo Metropolitan Sugamo Hospital as reported in newspapers. 2. Dr. Kure’s background in 
psychiatric medicine theory. 3. Active music therapy, utilizing “the playing of music” as an 
occupational therapy exercise. 4. Passive music therapy, as a form of recreation therapy for 
“amusement and pleasure.” 5. Music therapies at the Sugamo and Matsuzawa hospitals since the 
Taisho period. This study includes analysis not only of published materials, but also of as yet 
unpublished documents held by the Japan Psychiatric Care Museum.
Xdemonstrate the transformation, I consider the ways Inoue Tetsujirō and his student Takase 
Takejirō understood Yōmeigaku.
 Scholars like Maruyama Masao have recognized modernist elements in the thought of the 
Japanese Confucianists who opposed Neo-Confucianist orthodoxy, like Ogyū Sorai. Here I present 
a different perspective on the relationship between modernity in Japan and Confucianism by 
examining Yōmeigaku in the Meiji era. The prototype of modern Japan cannot be found in 
Yōmeigaku; rather, Yōmeigaku changed with the times from Bakumatsu through to the modern 
period.
 It is understood that Inoue interpreted Yōmeigaku in “nationalistic” mode. Nationalism for 
him was an intellectual endeavor that supported the socio-political system centering around the 
emperor, and he believed that Yōmeigaku would sustain an understanding of public morality. His 
position derived from his belief that Christianity would disturb the minds of the people. His 
understanding of Yōmeigaku, which emphasized achieving the spiritual unity of the nation, shared 
much with the critical concerns of Mitogaku. However, his views were not derived from Mitogaku, 
but from students of Yōmeigaku concerned about the fate of the nation in the late Tokugawa 
period. And Inoue, who aspired to establish order in the nation, was consequently a critic of the 
Ōshio Rebellion.
 Another aspect of the development of Yōmeigaku in Japan was its acceptance as a means of 
self-cultivation. Takase Takejirō’s assertions are noteworthy in that respect. He claimed that 
Yōmeigaku was an effective means of cultivating the mind and declared that individuals who 
achieved such cultivation should work for the betterment of society. Although he followed Inoue’s 
ideas in many respects, he did not accept his views without question. Takase recognized Ōshio 
Heihachirō’s actions as meaningful for the welfare of society. In the context of the ideological 
emphasis on practicality from the Bakumatsu period onward, Takase added new meaning to 
Yōmeigaku. He later became a contributor to imperialism. 
 Modern Japanese Yōmeigaku was transformed in the context of its age. Inoue emphasized 
the spiritual unity of the people, but Takase actively argued for the social significance of self-
cultivation in Yōmeigaku
Keywords :  Meiji era, Yōmeigaku learning, Inoue Tetsujirō, Takase Takejirō, Mitogaku, Fujita Tōko, 
Aizawa Seishisai, Ōshio Heihachirō, national morality, cultivation
〈研究論文〉
呉秀三の音楽療法とその思想的背景





































The Yōmeigaku Learning of Inoue Tetsujirō and Takase Takejirō:  
Mitogaku and Ōshio Heihachirō in Modern Yōmei Studies
YAMAMURA Shō
The purpose of this paper is to reveal how Meiji-era scholars of Yōmeigaku transformed its 














Yoshimura Kan’a and Yamadaya Tarobee
MIYATAKE Yoshiyuki
Yoshimura Kan’a (1765–1848), a merchant connoisseur of the tea ceremony active in the late Edo 
period, took the tonsure at age thirty-four and built himself a hermitage, named Hakusui-an, in 
Asakusa and lived there for the rest of his life. He took the tonsure presumably partly due to his 
hunger for seclusion and partly due to the state of bankruptcy that threatened his parental home. 
An account of his life at the age of forty describes Kan’a as being associated with Matsudaira 
Harusato (also known as Matsudaira Fumai; 1751–1818), 7th lord of Matsue domain. Little is 
known from previous studies, however, about Kan’a’s parental home and what exactly led to his 
taking the tonsure, or of his association with Fumai.
 According to the Giga shōzō narabi ni ryakuden by Mizoguchi Naoaki (also known as 
Mizoguchi Suitō; 1799–1858), 10th lord of Shibata domain Kan-a’s parental home was the 
Yamadaya, a money exchanger and supplier of funds to the Date family, lords of Sendai domain. 
The Giga shōzō is in the collection of the Historiographical Institute of the University of Tokyo.
 Relations between Sendai domain and the Yamadaya have already been dealt with in detail 
by local historian Sasa Hisashi. According to Sasa, the fortunes of the Sendai-based Yamadaya 
declined as its head Yamadaya Tarōbē provided financial support to construction projects 
undertaken by Sendai and Hiroshima domains in 1767 (Meiwa 4). For lack of historical 
documentation, however, Sasa failed to connect the Yamadaya with Kan’a. The present article 
shows how the Yamadaya contributed to the construction projects, based on a document titled 
“Issatsu no koto” in the collection of the Komonjo-shitsu of the Faculty of Letters, Keio University.
 What is notable in the account of Kan’a at forty is that he was associated not only with 
Fumai but also with the botanist Sahara Kikuu (1762–1831), a fact which sheds considerable new 
light on Kan’a’s activities at the prime of his life.
 This study describes the Yamadaya house and Kan’a’s life from his youth to his forties, of 
which little has been known till now. It also discusses how his activities during those times 
influenced his later activities in Edo.
Keywords :  Yamadaya Tarobee, Sahara Kikuu, money exchanger, Sendai domain, Date Yoshimura, Date 
Shigemura, Matsudaira Fumai, Mizoguchi Suitō, tonsure, parental home
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論文要旨・SUMMARIES
the manner in which myth interpretation creates new histories. In other words, it is an endeavor 
which is removed from historical ideas constructed by modernism, and revises the concepts of 
myth and history from the perspective that it is precisely the process of interpreting and creating 
myth that leads to the construction of new histories.
 This view is influenced by Isomae Jun’ichi’s approach to the history of exegesis in seeking to 
answer the question how the Kojiki and Nihon shoki myths were interpreted. However, 
mythological exegesis history goes one step further, actively drawing on Saitō Hideki’s ideas on the 
interpretation of mythology and history, and focusing on how mythological exegesis shapes 
historical narrative.
 Furthermore, in order to open up doors for further research and validate the effectiveness of 
this point of view, I have chosen to focus on the metamorphosis of the deities of Mt. Fuji, as 
opposed to the Kojiki and Nihon shoki or even the “medieval Nihon shoki” and “pre-modern Kojiki” 
that have formed the basis of previous research.
 In the cult of Mt. Fuji, the transformation of the deity of the mountain from “Asama no 
kami” to “Sengen Daibosatsu” and from “Konohanasakuyahime” to “Amenominakanushi” shows 
us a fresh mythological world not observed within the frameworks of previous research on Japanese 
mythology.
Keywords :  History of mythological exegesis, [historical narrative], chūsei Nihongi, medieval mythology, 



































































The Metamorphosis of Mt. Fuji kami as Seen from the History of 
Mythological Exegesis: On Historical Narrative
KWON Dong-woo
This paper seeks to pave the way for a new perspective on Japanese mythology, examining the 
emergence of different deities around the sacred site of Mt. Fuji and their transformations from 
the viewpoint of the history of mythological exegesis.
 “Mythological exegesis history” draws on chūsei Nihongi and medieval mythology theories, 
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場合、400 ワード程度及び英語キーワード 10 ワード程度とする。
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